
(財)八尾市文化財調査研究会報告 7

,            事

昭和59年1度事業概要報告

1985年

(財 )八尾市文化財調査研究会

上
緋





旬 )八尾市文化財調査研究会報告 7

正  誤  表

罠 行 誤 正

3 26 慎重に掘逸めた 慎重に燿 り進めた

49 , 53

65,71

6～ 7 おめて実施 初めて実施

な 翻
鰯



(財)八尾市文化財調査研究会報告 7

昭和59年度事業概要報告

1985年

(財 )八尾市文化財調査研究会



昭和59年 4月 1日

―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

I♂「勘ら∵ど

奈  生

魔  駒

県  
“

∈
□

凡 例

∞ 周知の追跡

解
八尾市域で土木建築の工事を行う場合、

文化財保護法第57条の 2に より届出を必要とする区域



河内平野は先人の活動の舞台として、古来より重要な役割を果たして来たとこ

ろであります。

我が八尾市も開発の波は遠慮なしに押 し寄せ、近代都市へと大きく変わりつつ

あります。

私たちは、開発申請者のご理解を得ながら調査を実施 し、先人の築いた貴重な

遺産である埋蔵文化財の実態把握と保存に努めているところであります。

更には一般文化財に関する講座等をも開催 し、文化財に対する啓蒙普及に努め

ているところであります。

本書は、昭和59年度事業の概要を収録 したものでありますが、わずかでも市民

の皆様をはじめ、ご協力いただいた関係各位に寄与出来ますれば幸せと存 じます。

なお、本書作成にあたって、ご協力、ご教示いただいた各位に感謝の意を表 し

ます。

昭和60年 4月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 山 脇 悦 司
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1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が昭和59年度に実施 した事業についてまとめ

たものである。本書作成にあたっては、成海佳子 。原田昌則が企画・編集 した。

1.埋蔵文化財の発掘調査の項は、調査担当者 (高萩千秋・原田 。成海 。西村公助・駒澤

敦)の報告をもとに、成海 。原田が検討を加えてまとめた。

1.出土遺物の復元・実測等の作業は、大地慶子・ 吉原早智子・相松隆 。麻田優が行った。

また、出土遺物観察表は大地が担当した。

1.本書掲載の地図は、八尾市発行の2500分の 1・ 10000分の 1を使用 した。埋蔵文化財

分布図は、八尾市教育委員会発行のものをもとに作成 した。

1,本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海面で、TPと 略して記載 した。
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はじめに

昭和57年 7月 1日 に財団法人八尾市文化財調査研究会が発足して以来、はや 3年の歳月が経

過し、業務の柱としている埋蔵文化財の発掘調査・文化財の普及事業 も年々充実し、当調査研

究会の運営もようやく軌道に乗った感があります。

ただ、業務の大部分を占める埋蔵文化財の発掘調査につきましては、正式な報告書の刊行を

持って全業務が終了するのが原則でありますが、現在の体制では日々増加する発掘調査の現場

作業に対応するのが精一杯であり、出土遺物の整理作業すら満足に行えないのが偽らない事実

であります。このような状況でありますので、昭和59年度に実施 した発掘調査についても、一

部を除いては正式報告書の刊行が大幅に遅れるのではないかと危惧 している次第であります。

しかし、調査成果の早急な公開は発掘担当機関の責務であり、いたず らに整理・研究を停滞さ

せてはならないものと考えられます。

本書はこのような趣旨に基づき、昭和59年度事業の概略をまとめたものであり、八尾市内の

文化財、ならびに当調査研究会の業務を少 しでも御理解いただければ幸せに存 じます。

H 埋蔵文化財の発掘調査

昭和59年度に当調査研究会が、八尾市教育委員会文化財室の指示を受けて実施した埋蔵文化

財発掘調査の受託件数は11件を数え、総調査面積は9912だ に及んでいる。 このうち、昭和58年

度から継続 しているものは 1・ 6で、 4は昭和57年度から断続的に実施している事業である。

昭和59年度の調査では、大半の調査地が小面積であったにもかかわらず、比較的良好な遺構・

遺物を検出し、多大な成果を得ることができた。

まず、弥生時代後期では、 1八尾南遺跡から小型傍製鏡 (連弧文銘帯鏡)の破片が出土 して

いる。この鏡片には、瓜破北遺跡から出上 した鏡片に認められるような懸垂用の孔を穿とうと

した痕跡があり、本来は同様の目的で使用することを意図したものと推定される。なお、本資

料は包含層か ら出土 したものであるが、瓜破北遺跡の資料は方形周溝墓の副葬品であることか

ら、当時の埋葬に対する意識を反映 した資料として注目できる。また、 8弓削遺跡では、南北

方向に伸び、幅3.5～ 4m・ 深さ1.2～ 1.5mを 測る溝を検出 した。溝内か らは、弥生時代後

期に比定される土器類がきわめて密集 した状況で出土 しており、検出長22mの 間でコンテナ約

150箱分が出土 している。これらの土器類は、溝内出土にもかかわらず磨耗を受けていないも

ので、 しかも溝全域にわたって完形もしくは完形に近い形で出土 しており、河内平野における
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第V様式の上器の細分を行ううえで重要な問題を内包 した資料といえよう。

古墳時代前期では、 6東郷遺跡で 〔庄内式期〕に比定される集落遺構を検出し、 4小阪合遺

跡でも溝遺構から同時期に比定される大量の土器類が出土 している。また、 7久宝寺遺跡では

布留式の古相に比定される土器で構成されている 2箇所の上器集積を検出している。

古墳時代中期では、 2八尾南遺跡で掘立柱建物を中核とする集落遺構を検出し、各遺構から

初期須恵器・ 韓式系土器・製塩土器等の注目すべき土器類が出土 している。この調査地より南

約400mに位置する 1八尾南遺跡では、方墳 1基が検出されている。さらに、 4小阪合遺跡で

は、朝顔形埴輪と円筒形埴輪を組合わせた埴輪円筒棺 1基が検出されている。

奈良時代では、 8弓削遺跡で横板井籠組井戸 2基と素掘井戸 1基が検出されている。そのう

ちの 1基からは、墨書人面土器・神功開宝が出土 している。10萱振遺跡では、遺構としては土

坑 1基を検出したにすぎないが、多量の屋瓦の出土が示すように、西郡廃寺の寺域を推定する

うえで、多 くの問題を残す結果となった。

平安時代末期から鎌倉時代では、 4・ 5小阪合遺跡、10萱振遺跡で集落遺構を検出した他、

2八尾南遺跡で水田を検出している。なお、 5小阪合遺跡の井戸からは、和泉型瓦器椀の最古

に位置付けられる瓦器椀 2点が出土 している。

昭和59年度発掘調査一覧表

遺 跡 名 調  査  地 原  因  者 原   因 期   間
くm

面積 担当者 備   考

1 ァヽ 尾 南
若林町

1丁 目49 大阪府住宅供給公社 分譲住宅建設
1月 9日 ～

7月 6日
2500 駒  澤

弥生時代後期の
小型傍製鏡出土

2 八 尾 南
西木の本

4丁 目4
近 畿 財 務 局 合同宿舎建設 日

一

３０

日

月

１０

３

月
年

７

６０

原 田
成 海

R財レ＼尾市文化
財調査研究会報
告ハ 1 百斤」▽

八  尾   雨
西木の本

1丁 目63
大 西 俊 輝 病 院 建 設

10月 5日 ～
H月 6日

駒  澤

4 小 阪 合
青山町・南小
阪合町の一部

八   尾   市 区 画 整 理
6月 15日 ～

11月 15日
高 萩

」ヽ 阪 合
南小阪合町
1丁 目の一部

八   尾   市
流域下水道等

整備
604辛 1月 25日

～ 3月 20日 636 西  村

最 古 に任 巨付 l」

られ る和 泉 型 瓦
哭 擁 常 十

東   郷
北本町

2丁 目141 森 田 清 次
店舗付賃貸
共同住宅建設

3月 1日 ～
4月 10日

高 萩

久 宝 寺
北亀井町

3丁 目 1

シ ャ ー プllh 工 場 建 設
4月 2日 ～

6月 25日
792 原  田

弓   肖可
”

南
７４

町
目

紀
丁

志
２

t出 フ ァ ミ リ ー 共同住宅建設
4月 2日 ～

7月 27日
西 村 勲畑

様
テ

Ｖ

ン

・う
コ
土

か
器
出

溝
土
箱

田 井 中 空港 1丁 目81 大阪防 衛 施 設 局
需品整備工場

建設
10月 15日 ～

10月 26日
西  村

萱    振 幸町 1丁 目76 ノ＼ 尾 市
店舗付
改良住宅建設

H月 13日 ～
12月 24日

266 原  田

老    原
東老原

2丁 目46
関 西  電  力帥

八尾制御所
建設

60年 2月 12日
～ 3月 8日

333 駒  澤
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1 八尾南遺跡 (第 2次調査 )

調 査 地 i若林町 1丁 目49

調査期間 :昭和59年 1月 9日 ～ 7月 6日

調査面積 :2500ポ

はしめに

今回の発掘調査は、分譲住宅建設に先立って実施したもので、当調査研究会が八尾南遺跡内

で実施した発掘調査の第 2次調査にあたる。

八尾南遺跡は、南か ら伸びる羽曳野丘陵の先端部 (河内合地)と 河内平野が融合する部分に

位置し、現在の行政区画では、八尾市南西部の若林町・西木の本一帯 (地下鉄八尾南駅周辺 )

に所在する。西隣に位置する大阪市の長原遺跡とは、市域の違いによって名称を異にするだけ

で、 この付近一帯は同一の遺跡と考えられている。

当遺跡は、大阪市高速電気軌道第 2号線建設工事に先立って、昭和53～54年に八尾南遺跡調

査会が実施した発掘調査の結果から、旧石器時代～鎌倉時代の複合遺跡として認識されている。

この調査以後、当遺跡範囲内では開発件数 も比較的増加 し、昭和58年度までに 3件の発掘調査

が実施されている他、八尾市教育委員会文化財室による遺跡範囲確認調査や多数の試掘調査等

が実施されている。

当遺跡周辺には、東に木の本遺跡、南には大和川を挟んで小山遺跡 (藤井寺市)。 津堂遺跡

(同 )、 北には竹渕遺跡・ 亀井遺跡・ 城山遺跡 (大阪 )、 西には長原遺跡 (大 阪市)・ 瓜破遺

跡 (同 )。 瓜破北遺跡 (同)等が位置している。

なお、当調査地は、八尾南遺跡調査会が実施した調査地のうち、〔B地区〕の南に隣接 して

いる。

調査概要

調査に際しては、調査区を東部と西部に分け、西部をA区 。東部をB区と付称した。調査面

積は前者が1000ド・ 後者が1500言を測る。

現地表 (TP+11.70m前 後)か ら約 2mは機械掘削で盛土を除去 し、旧耕土以下の各層を

人力によって慎重に掘進めた。その結果、TP+9.70～9.50mで、鎌倉時代～弥生時代にわた

る4時期の遺構を検出した。それ以下の土層については、調査地に 2× 2mの グリッドを79箇

所設定 し、遺構・ 遺物の確認に努めた。

<第 1調査面>

旧耕土下に堆積する淡灰色～淡黄灰色の粘質砂～粘質土層上面 (TP+9.70m付近)で、南
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北方向に伸びる溝を19条検出した。幅0.2～ 5m・ 深 さ0.05～ 0.4mを測る。内部堆積土は灰

褐色～淡褐色砂混粘土で、内部から土師器 。須恵器・ 陶磁器・瓦等の細片がわずかに出土 して

いる。遺物からは遺構の構築時期を明確にし得ないが、層序・方向等から、中世の農耕に関係

する溝と推定できる。

<第 2調査面>

第 1調査面より0。 1～0.2m下位に堆積する褐灰色粘質土層上面 (TP+9.60m付近)で、

小穴を10個検出した。径0.2～0.6m・ 深さ0.1～0.2mを測る。内部堆積土は暗褐色粘土で、

出土遺物は希少であるが、検出面直上で奈良時代の上師器杯が 1点出土 している。

<第 3調査面>

TP+9.50m前後の黄灰色粘土層上面で、土坑 3基・ 溝 4条・土器集積 1箇所の他、方墳を

検出した。前者の遺構群からは弥生時代後期の土器、後者からは古墳時代中期の須恵器壺が出

土 している。方墳は一辺10m程度の規模が想定でき、周溝の検出幅 1～ 3m・ 深 さ0.2～ 0.3

mを測り、北隅に陸橋部を持つ。周溝の内部堆積土は上層の黒灰色粗砂と下層の黄褐色～淡茶

褐色粘質粗砂からなる。これら2時期の遺構はほぼ同一 レベルで検出されたが、方墳は上部が

削平されていることや、黄灰色粘土層上面に薄 く堆積する黄灰色粗砂混粘土層上面で検出され

た部分もあることから、両者は明瞭に区別できる。なお、これらの遺構の構築時期に対応する

遺物包含層である褐灰色粘質土層は薄 く堆積 しており、面的な広がりは認められないが、その

中でも弥生時代後期の上器を伴出する層中から鏡片が出土 している。

<グ リッド調査>

TP+8。 70m前後に堆積する濃緑灰色粘土層 (層厚0.05～0.lm)以 下濃灰色微砂混粘土層

(層厚0.05～ 0.15m)・ 乳青灰色微砂混粘土層 (層厚0.5m以上)の各層か らは、サスカイ ト

およびチャー ト製の石器が約300点 出土 した。層位から、これらの石器は縄文時代の ものと考

えられるが、いずれの層でも掘形を持ついわゆる遺構は検出されなかった。

まとめ                            ・・ f

今回の調査では、弥生時代後期の小型傍製鏡 (連弧文銘帯鏡)が出土 した。この鏡は、前述

のように、弥生時代後期の遺物包含層から出土 したものである。遺存状態はきわめて良好で鋳

出は高く、図文等は鋭 く明瞭である。現状は長辺4.5cm。 短辺2.8clll・ 高 さ2.l crllの 台形を呈

し、破砕面は研磨されている。また、周縁には懸垂用の孔をあけようとした痕跡 (表面に 3箇

所 。裏面に 2箇所)が認められている。復元直径は8.4clllを 測り、周縁の反 りはわずかである。

鏡背の構成は、平縁―櫛歯文帯―擬銘帯一連弧文帯の順で、飢の部分は欠損 している。

縁は幅13111111・ 厚さ2.5～ 311111で、他の文様帯 との比高差0.8～ 1.51111を 測 り、内側の稜は鋭

い。櫛歯文帯の幅は 4111111を 測り、櫛歯文は斜行 し、約1.311ull間隔である。擬銘帯は幅10.5面 を
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測り、両側を圏線によって区画されている。図文は 5個文が遺存しており、「市」 。「Ⅲ」・

「誦」の間に、小型の「Ⅲ」を配している。復元すれば、全体に「市」と「Ⅲ」を 3個ずつ交

互に配し、それぞれの間を刻ヽ型の「■」 6個で埋めているものと推定できる。なお、「市」は

「而」 。「之」を図案化したものと考えられる。連弧文帯は復元径27111111を 測り、浮彫状に鋳出

されており、連弧文 3個分が遺存している。うち 1個は完存しており、弧幅1511ullを 測ることか

ら、復元すれば5個で一周するものと考えられる。

この鏡は、高倉洋彰氏の分類による内行花文鏡Ⅲbにあたり、岡山県百間川原尾島遺跡・便

木山遺跡出土の鏡と同じ背文構成を持つ。また、図文中に「市」あるいは「■」が認められる
註

ものには、前出の百間川原尾島遺跡出土鏡の他、重圏文日光鏡Ⅲbに分類されている岡山県加

茂 B遺跡・八尾市亀井遺跡出土鏡などがあげられる。高倉氏は、これら第Ⅲ型鏡が九州に分布

しない点から、その製作地を瀬戸内～近畿一帯に求めることが可能であると示唆されている。

註

高倉洋彰  「弥生時代小型傷製鏡について (承前)」  『考古学雑誌』 :第70巻第 3号 1985年  高倉氏はこの中で、八

尾南遺跡出土鏡の内行花文 (連弧文)の数を 6個 と書かれているが、これは現地説明会の資料を参考にされたためである。

本書をまとめるにあたって検討を加えた結果、 5個に復元できた次第であり、ここに訂正させていただく。

鏡片実測図
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壊     と 片出土地点  Q

第 1・ 第 2調 査面 (奈良時代・ 鎌倉時代 )

第 3調 査面 (弥 生時代後期・ 古墳時代中期 )

検出遺構平面図



A区全景 (東から)

鑢
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望

B区全景 (西から)
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静甚

A区グ リッド調査

鏡片
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2 八尾南遺跡 (第 3次調査 )

調 査 地 :西木の本 4丁目4

調査期間 :昭和59年 7月 10日 ～昭和60年 3月 30日

調査面積 :900ポ

はじめに

今回の発掘調査は、近畿財務局合同宿舎建設に先立って実施したもので、八尾南遺跡内の第

3次調査にあたる。当調査地は、第 2次調査地の北方約400m地点、八尾南遺跡推定範囲の北

西部に位置する。

当調査地の東隣では、昭和56年度に八尾市教育委員会文化財室が、防衛庁宿舎建設に先立っ

て発掘調査を実施 しており、その結果、平安時代の水田遺構、古墳時代中期の土坑 1基 とそれ

に伴う韓式系土器・初期須恵器が検出されている。

調査概要

調査対象地に 3箇所の調査区を設定 し、南からA～ Cト レンチと付称 して調査を実施 した。

・ Aト レンチ (45× 10m)

表上下2.7m付近に堆積する淡灰色粗砂および黒灰色粘砂土層上面 (TP+8.50m前後)で、

古墳時代中期の掘立柱建物 1棟・土坑 7基・溝 6条・ 柱穴96個 を検出した。なお、各遺構内か

ら、初期須恵器・ 韓式系土器・ 製塩土器の良好な資料が出土 している。

・ Bト レンチ (30× 10m)

表土下2.3m(TP+8.60m)付 近で、茶灰色粘土を耕作土とする平安時代の水田遺構を検

出した。また、それより0.45m下層に堆積する灰色粗砂上面 (TP+8.15m)で、古墳時代中

期の上坑 2基・ 溝 7条・柱穴44個を検出し、 さらに0.15m下層 (TP+8.00m)では、灰黒色

粘土を耕作土とする古墳時代中期初頭の水田遺構を検出した。

・ Cト レンチ (20× 10m)

Bト レンチと同様、表土下2.2m(TP+8.60m)付 近で、茶灰色粘土を耕作土とする平安

時代の水田遺構の他、溝 1条を検出した。さらに0.6m下層 (TP+8.00m)で も、灰黒色粘

土を耕作土とする古墳時代中期初頭の水田遺構・ 溝 1条を検出した。

まとめ

今回の調査では、昭和56年度の調査でも検出した平安時代の水田遺構、古墳時代中期の集落

遺構に加え、古墳時代中期初頭の水田遺構を検出した。その中でも特に古墳時代中期初頭の水

田遺構は、昭和53年度の調査で確認 した同時期の遺構群との有機的な関係を持つものとして注

-9-



目される。さらに、 Aト レンチで確認 した掘立柱建物を中核として初期須恵器・韓式系土器を

伴う遺構群の存在は、八尾南遺跡・長原遺跡の地域的な特徴の一つとして再認識されよう。

なお、当調査の成果は、「八尾南遺跡発掘調査概要報告」として、『八尾市埋蔵文化財発掘

調査概要―昭和59年度』 :(財)八尾市文化財調査研究会報告 6に収めた。

Aト レンチ全景 (西から)

―- 10 -―
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Bト レンチ古墳時代中期初頭水田面全景 (西から)

Cト レンチ平安時代水田面全景 (西から)
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3 八尾南遺跡 (第 4次調査 )

調 査 地 :西木の本 1丁 目63

調査期間 :昭和59年10月 5日 ～11月 6日

調査面積 :630ぽ

はじめに

今回の発掘調査は、病院建設に先立って実施 したもので、八尾南遺跡内の第 4次調査にあた

り、第 3次調査地の北東約350mの 地点に位置する。

当調査地では、昭和56年10月 に、八尾市教育委員会文化財室による試掘調査がすでに実施さ

れていた。その結果、現地表下3.15mに古墳時代中期の遺物包含層が存在することが確認され

ていたため、開発に際しては全面発掘調査が必要であると判断されていた。このような中で本

年度に建物の建設が予定されたため、当該地全面について発掘調査を実施する旨の指示が八尾

市教育委員会文化財室より出された。この指示を受けた当調査研究会では、遺物包含層が深 く

湧水層と一致することや土質が軟弱であること、さらに隣接地に余裕がないこと等の事情から、

全面発掘調査を実施するためには鋼矢板を打設する必要があると判断 した。そこで、八尾市教

も

o_十~十~~¬ 0而

調査 区 設 定 図

―- 13 -―
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育委員会文化財室の指示を仰いだところ、基礎工事によって破壊される部分約630ぽ を調査対

象に変更する旨の指示がなされた。なお、前記の条件に対処すべ く、 トレンチ壁面の勾配を充

分に保ったため、最終的な遺構検出面はさらに狭まっている。

調査概要

調査地が狭小で、 しかも掘削深度が深いことが試掘データから明らかであったため、あらか

じめ盛土を機械掘削によって0.5m程度除去 した後、調査区を南北に分割 し、南側を第 1ト レ

ンチ・ 北側を第 2ト レンチと付称 した。調査は第 1ト レンチから実施し、調査終了後に埋戻 し

て第 2ト レンチの調査に移行 した。

当初、第 1ト レンチでは現地表下2.2m付近の第 4層 (遺物包含層)上面まで機械掘削を進

める予定であったが、第 1層 。第 3層からの湧水が著 しく、壁面崩壊が相次いだため、現地表

下1.8m付近で機械掘削を中止 した。以後人力で掘削を続行 したが湧水が甚だ しく、遺構検出

面がきわめて軟弱となり、調査の続行が困難になった。そこでやむを得ず、遺構検出面を狭め

る措置を取ったため、充分な調査を実施することはできなかった。一方、第 2ト レンチでは、

排水作業 も比較的容易にできたため、当初の予定通り第 4層上面まで機械掘削を進め、以下の

各層については人力掘削を実施 した。なお、実測図作成・ 写真撮影等の記録保存に必要な作業

は、随時実施 した。

TP+11 00m

1000m
0 盛 土・ 旧耕 土

1 暗褐 色 砂 層

2 暗 灰 色 ンル ト層

3 灰 色 砂 混 粘 土

4 灰 色 粘土 層

5 青 灰 色 ンル ト層

6 暗灰 色 粘 土 層

7 緑灰 色 微 砂 混 粘土 層

8 灰 色 粘 砂 層

(河道 内堆 積 土 )

層 序 模 式 図
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900m 弥生時代後期 。

古墳時代中期

遺物包含層

争置言検出面



層序は両 トレンチともほば一定しており、盛土・ 旧耕土以下第 1層灰褐色砂層 (層厚0.3m)、

第 2層暗灰色シル ト層 (0.lm)、 第 3層灰色砂混粘土層 (0.3m)、 第 4層灰色粘土層 (0.4m)、

第 5層青灰色シル ト層 (0.05m)、 第 6層灰色～暗灰色砂混粘土層 (0.6～0.8m)、 第 7層緑灰

色微砂混粘土層 (0.2m以上)である。第 5層 は部分的に堆積する土層で、第 2ト レンチでは

認められなかった。また、第 6層には、植物遺体が多量に含まれる部分もある。

なお、 これらのうち、第 4層 。第 6層が弥生時代後期と古墳時代中期の遺物包含層である。

その下に堆積する第 7層上面が、弥生時代後期の遺構検出面である。

・ 第 1ト レンチ (21× 14m)

前記のように充分な調査は行えなかったが、現地表下 3m付近に堆積する第 7層緑灰色微砂

混粘土層上面 (TP+8.30m)で、土坑 3基 (SK-1～ SK-3)、 ガヽ穴 4個 (SP-1～

SP-4)の 他、自然河道を検出した。

土坑

SK-1:調 査区東辺中央部で検出した。上面隅丸方形を呈 し、長辺0.7m・ 短辺0.5m・

深さ0.lmを測る。内部堆積土は暗灰色粘土で粘性はきわめて高く、炭化物・ 砂粒が混入 して

いる。内部からは、弥生時代後期 (以下第V様式と記す)の高杯・ 甕等の細片が少量出上 して

いる。

SK-2:SK-1の 南側で検出した。南東部は調査区外へ至るが、検出部で長楕円形を呈

し、長径2.5m・ 短辺0。 8m。 深さ0.15mを測る。内部堆積土はSK-1と 同 じであるが、粘

性はさらに高い。内部からは、土師器甕 (8)の 他、第V様式の壷・甕 。高杯等の細片がごく

わずかに出土 している。

SK-3:ト レンチ西部中央で検出した。部分的にしか検出できていないが、検出部の東西

幅1.4～ 2.5m・ 深さ0.15mを測る。内部堆積土は暗灰色粘土で、内部か ら第 V様式の甕等の

細片がごくわずかに出土 している。

小穴

SP-1～ SP-4:ト レンチ北東部で 3個 (SP-1～ SP-3)、 SK-3の 東隣で 1

個 (SP-4)の 小穴を検出した。上面円形あるいは楕円形を呈 し、径0.15～ 0.35蒼 ぢ深 さ

0.1～ 0.2mを測る。内部堆積土はいずれも暗灰色粘土で、内部か ら第 V様式の土器の細片が

出土 している。

自然河道

NR-1:ト レンチ中央部をほぼ南北に流れるもので、幅2.1～ 2.3m。 深 さ0.2～ 0.3m

を測る。内部には灰色粗砂が堆積 し、層中から土器の細片が少量出土 している。 この粗砂は河

道内だけでなく、遺構検出面である緑灰色微砂混粘土上面にも部分的に堆積 している。

―- 15 -―



・第 2ト レンチ (14× 13m)

当 トレンチでも第 1ト レンチ同様第 7層上面で、土坑 1基 (SK-4)、 溝 3条 (SD-1

～SD-3)の 他、第 1ト レンチで検出した自然河道NR-1の 北の延長を検出した。

上坑

SK-4:ト レンチ南辺中央部で検出した。南部は調査区外へ至るため、全容は不明である

が、検出部で上面台形を呈 し、長辺1.3m・ 短辺0.7m・ 深さ0。 lmを測る。内部には暗灰色

粘上が堆積 し、第V様式の壺 (1)・ 甕 (3～ 5)。 手焙形土器 (2)の 他、器種不明の体部 。

底部の破片が比較的多量に出土 している。

溝

SD-1:ト レンチ南東部で検出した。ほぼ南北に伸びる溝で、長さ4mで両端がとぎれて

いる。幅0.2～ 0.4m・ 深さ0,05mを測る。内部堆積土は暗灰色粘土と緑灰色粘上の互層で、

内部から第V様式の土器の細片が少量出土 している。

SD-2:ト レンチ中央部から北東方向へ約 4m伸び、調査区外へ至る。幅約0.2m・ 深 さ

約0.05mを測る。内部堆積土はSD-1同 様、内部から土器の細片 (6)が出土 している。

SD-3:ト レンチ中央部から北方向へ約 4m伸びた後、調査区外へ至る溝である。幅0.3

～0.6m。 深さ0.06mを測る。内部堆積土は暗灰色砂混粘上で、内部か ら第 V様式の甕 (7)

の他、土器の細片が少量出土 している。

自然河道

NR-1:ト レンチ西部で、第 1ト レンチで検出した自然河道の東岸を検出した。中央より

北側には幅0.2～ 0。 3mの テラス状の段を有する。最深0.35mを 測 り、内部堆積土は、上層の

暗灰色粘土と下層の灰色粗砂からなる。なお、当 トレンチでは、第 1ト レンチのような粗砂の

広がりは認められなかった。また、 トレンチ北西隅には、流路に沿って打込まれた杭が 5本残

存 していた。このうちの 4本は垂直に打込まれており、約0.3mの等間隔で並んでいる。 これ

らの杭に掛かった状態で、須恵器杯身 (9)。 甕 (10)等 が検出されている。

この河道は他の遺構と同様第 7層緑灰色微砂混粘土層上面で検出されたが、古墳時代中期の

遺物を含んでいることや、杭が第 6層上面から打込まれていること等から、古墳時代中期 (5

世紀)ま では河道として機能 していたものと推定 される。

まとめ

今回の調査では、各遺構および遺物包含層である第 4層 。第 6層から、弥生時代後期 。古墳

時代中期の上器類がコンテナに10箱程度出土 している。遺物包含層には 2時期の遺物が混在 し

ているが、遺物個々は磨耗を受けたものが少なく、かなり濃密な状態で出上 していることから、

当調査地の近隣に集落の存在が想定される。
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出土遺物実測図 2
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出土遺物実測図 3
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出土遺物実測図 5
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出土選物観察表<遺構内出土遺物>
自物番ら

器  種
出土地点

(cm)日 笹
止 暑  哭 言 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備   考

1 弥生土器
霊

SK-4

170 丸みをおびた体部から、直立ぎみに立ち上

り、外反する国縁部に至る。端部は上下にわ

ずかに拡張し、外傾する面を持つ。

外面回縁部ヨコナデ、顕部板状工具による

ナデ。内面口縁部ヨコナデ。

灰褐色 5 HII前後の

石英。長石、

白色細砂粒
を多量に、
チャートを

少量含む

良 好

2 弥生土器

手焙形

土器

SK-4

最大径 157

覆部・底部欠孔 受日状口縁部外面に刻目・

体部と底部の境に凸帯+刻目、日縁部と開口

部の境に浮文を貼付する。

外面口縁部・凸帯をヨヨナデ、体部に板状
工具の圧痕を残す。内面日縁部ヨコナデ、体

部に指頭圧痕を残す。

乳褐色 3amの石英。

長石、雲母、
6 amの 月ヽ石

粒をわずか
に含む

良 好

3 弥生土器
甕

SK-4

106 張りの少い体部から、器肉を増してわずか

に外反する口縁部に至る。口縁端部には沈線

が廻る。

外面口縁部 ヨコナデ、体部ハケ? 内面日

縁部ハケ、体部ナデ。

淡赤褐色～

発橙色
精良
長石、雲母、

白色細砂粒
を少量含む

良好

4 弥生土器

賓

SK-4

張りの少い体部から、大きく外反する日縁

部に至る。端部は丸く終る。

外面口縁部 ヨコナデ、体部タタキの後ハケ。

内面口縁部ヨコナデ、体部板状工具によるナ

乳褐色 石英、長石
を多量に、

雲母、赤色

酸化粒を少
量含む

良好

5 弥生上器

甕

SK-4

14 6 丸い体部から外反する口縁部に至る。端部
は丸みのある面を持つ。

外面体部右上リタタキ(5条/2 5cm)の 後
口縁部 ヨコナデ。内面体部ナデ、口縁部ヨコ

ナデ。

淡茶褐色 長石を多量
に、石英を

少量含む

良好 内外面に煤

付着

弥生土器

壺

SD-2

306 水平近くに外反する日縁部のみ遺存。端部

は下方に拡張し、広い面を持つ。端面には5

条の沈線を廻らせた後、竹管押圧円形浮文を

貼付する。

内外面ヘラミガキ、日縁端部ヨコナデ。

乳褐色 3～ l IInの

石英、14m
の長石を多

量に合む

良 好

7 弥生土器

甕

SD-3

142
183
144
44

径大
径

最
底

突出平底から、中位よりやや上に最大径の

ある体部に至る。日縁部は丸く外反する。

外面日縁部ヨコナデ、体部上半左上り,下

半右上リタタキ(6条 /2 8 cll)。 狛面口縁部
ヨコナデ、以下板状工具によるナデ (肩部右
→左・体部右下→左上・底部乱方向)。

灰褐色～乳
橙色

チャート、

石英を多量
に含む

良好 外面体部に

黒斑

8 土 師器

甕

SK-2

118
12 2

最大径 148

球形の体部から、内に稜を持って外傾する

短い口縁部に至る。端部は器肉を減じて丸く

終る。

外面体部中位以下ケズリの後全体をハケ、

口縁部ヨコナデ。内面体部横方向・底部放射

状ヘラケズリ、日縁部ハケの後ヨコナデ。

褐色～乳褐

色～黒色

石英、長石
を多量に、

雲母、赤色

酸化粒をわ

ずかに含む

良 好 内外面に煤
付着
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遺物番
=

器  種
出土地点

(cm)口 径
渋量 器 高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

9 須恵器

杯身

第 2

トレンチ
NR-1

94
67

受部径121

扁平な半球形の体部から、わずかに突出す

る受部に至る。立ち上りは長く内傾し、端部

は丸く終る。

外面底部回転ケズリ、体部から口縁部にか

けて回転ナデ。内面底部一方向静止ナデ、他

は回転ナデ。

外面青灰色
内面暗赤紫
灰色

緻密
白色細砂粒
を含む

好
緻

良

堅

須恵器

甕

第 2

トレンチ
NR-1

10 4 凸線を廻らせ、外反する回縁部のみ。日縁

端部は外に面を持って上下にわずかに拡張す

る。凸線上位にH条 1組の波状文 1帯を施す。

内外面回転ナデ。

黒灰色～灰

色

緻密 好

級

良

堅

<弥生時代後期の遺物>

自物番う
種

土 地点
(cI)日 径

法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

壺

第 1

トレンチ

第 6層

Ｖ

一

直立した後、外傾する国縁部。端部は尖り

ぎみに終る。

外面ヘラミガキ。内面端部付近にヨヨナデ、

頸部下半にハケによる調整。

乳茶褐色 3～ l HIの

石英。長石
を含む

良好

第 2

トレンチ

第 6層

110 体部から丸みのある「く」の字形に外反す
る口縁部に至る。端部は面を持って上下に肥

厚する。
内外面口縁部 ヨコナデ、体部板状工具によ

るナデ。

乳茶褐色 白色細砂粒、

雲母を含む
良好

第 2

トレンチ

第 6層

110 12と 同様の形態。口縁部は下方に拡張し、

竹管押圧円形浮文 2個 1組を圧着する (2組
残存)。 外面体部に竹管押圧文を施す。

外面口縁部ヨコナデ、体部ヘラミガキ。内

面口縁部ヨコナデ、体部板状工具によるナデ十

淡橙色～灰

褐色

3～ 0 5 alI

の石英 。長
石を多量に

含む

良好

一更

第 2

トレンチ

第 6層

14 2 直立ぎみの頸部から、水平に外反する日縁

部に至る。端部は上下にわずかに肥厚して面

をなし、ヘラ先による押圧文を施す。

外面ハケ (6本 /1 6cm)後 ヨコナデ。内

面日縁部ヨコナデ、頸部ハケ。

乳茶褐色 石英、長石
を多量に含
む

良 好

壷

第 1

トレンチ

第 6層

17 4 14に 似る形態。国縁端部はやや外傾する面
をなし、上方へつまみ上げぎみに終る。

外面口縁部ヨコナデ、頸部ナデ。内面口縁

部ヨコナデ、頸部ナデ。

淡褐色～橙

色

5～ 3 1ulの

石英、長石、

チャートを

含む

良好
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自物番月 +IIb
(cll)□ 径 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

第 2

トレンチ

第 6層

15 6 直立する頸部から、外反する日縁部に至る。
端部は外傾する面をなし、上方へつまみ上げ
ぎみに終る。

外面口縁端部ヨコナデ、他は磨耗のため不
明、内面口縁端部 ヨコナデ、口縁部から顕部
板状工具によるナデ、体部に指頭圧痕。

淡赤褐色～

橙色

3～ 05111

の石英、長
石を多量に

含む

良 好

17

第 1

トレンチ

第 6層

13 4 直立する頸部から、わずかに外反する日縁
部に至る。端部は丸く終る。

内外面頸部ハケ (7本 /0 9 cll)後 口縁部
から頸部上半をヨコナデ。

乳茶褐色 石英、長石
を多量に、
3 1wl前後の

チャート、

白色細砂粒

雲母を含む

良 好

チ

壺
　
　
　
‐
″
蠣

第

卜
第

164 やや外傾ぎみの頸部から、外反する国縁部
に至る。端部は面を持ち、下方へわずかに肥
厚する。

外面ヨコナデ、頸部に指頭圧痕・頸部下に
ハケロを残す。内面ヨコナデ。

赤橙色 石英、長石
を多量に、
チャー トを

少量含む

良 好

壺

第 1

トレンチ

第 6層

190 直立する頸部から、外反する日縁部に至る

端部は下方に拡張し、外面に3条の沈線を廻
らせる。

外面口縁部ヨコナデ、頸部ハケ (4本 /1
cm)。 内面磨耗のため調整不明。

乳橙色 2～ 051m
の石英、長
石を多量に、
チャート、

雲母をわず
かに含む

良 好

二重口縁
壷

第 1

トレンチ

第 6層

126 接合部から外反する日縁部のみ。

外面下部をハケナデ後ヨコナデ。内面ヨコ

ナデ。

外面灰褐色
内面褐色

雲母を多量
に、石英、

長石、赤色
酸化粒を含
む

良 好

二重 回縁

壷

第 2

トレンチ

第 6層

164 受口状の口縁部のみ。側面にヘラ先による
鋸歯文 と竹管押圧円形浮文を施す。

内外面磨耗のため調整不明。

外面乳橙色
内面赤橙色

石英、長石
を含む

良好

二重回縁
壷

第 1

トレンチ

第6層

187 直立する頸部から大きく外反 し、外に明瞭
な稜を持ち、さらに外反する。端部は垂直な

面を持つ。

外面ヨコナデ、肩部にハケ。内面ナデの後
ヘラミガキ、肩部に指頭圧痕を残す。

赤橙色 石英、長石
を多量に、

角閃石を少
量、雲母を

わずかに合
む

良 好

壷

第 2

トレンテ

第 6層

底径  32

突出平底の底部から、斜上方へ伸びる。
外面ナデ。内面ハケ。

褐色～暗赤
褐色

2～ l ctaの

石英、長石、

雲母、赤色

酸化粒をわ

ずかに含む

良 好
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遺物器馬
穫

十1tLぞ

(cI)口 径
差暮  巽 菖 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

士宣

第 2

トレンチ

第 6層

底径 44

突出平底の底部から、丸みをおびて斜上方
へ伸びる。

外面ハケ? 内面板状工具によるナデ。

外面乳橙色
内面乳灰色

石英、長石、

雲母、赤色

酸化粒をわ

ずかに含む

良 好

第 2

トレンチ

第 6層

底径  48

突出するドーナツ状の底部から、丸みをお
びて斜上方に伸びる。

外面底部側面指押さえの後ナデ。内面板状
工具によるナデ。

外面乳橙色

内面灰褐色

～黒色

白色細砂粒
を含む

良好 内面底部に

楓の圧痕

童

第 2

トレンチ

第 6層

底径  47

突出する中窪みの底部から、斜上方に伸び
る。
外面底部側面の指押さえの他不明瞭。内面

板状工具によるナデ。

外面褐色
内面茶褐色

白色細砂粒
長石、雲母
を含む

良好

壷

第 2

トレンチ

第 6層

底径 54

わずかに突出する平底の底部から、斜上方
に伸びる。

外面ナデ、底面に木葉痕を残す。内面板状
工具によるナデ。

褐色～淡褐

色

白色砂粒、

石英、長石
を多量に含
む

良 好

壷

第 1

トレンチ

第 6層

底径 81

突出しない平底の底部から、斜上方に直線
的にイ申びる。

外面に工具痕、内面に指頭圧痕・工具痕が

認められるが、磨耗著しく調整不明瞭。

乳橙色 3 HI前 後の

石英、長石、
チャートを

少量含む

良 好

小型鉢

第 1

トレンチ

第 4層

88
51

中窪みの底部から、丸みを持って立ち上る。
日縁部は直日し、端部丸く終る。
内外面底体部板状工具によるナデ、日縁部

ヨコナデ。

淡橙色 3111前 後の

石英、長石、
チャートを

含む

良 好

鉢

第 1

トレンチ

第 6層

146 丸みを持つ体部から、内に鈍い稜を持って

外反する日縁部に至る。端部は器肉を滅じる。
外面口縁部のヨコナデの他磨耗のため不明

瞭。内面口縁部ハケの後ヨコナデ、体部ナえ

淡橙色 3 EE前 後の

石英、長石、

白色細砂粒
を含む

良 好

鉢

第 2

トレンチ

第 6層

158 丸みをおびた体部から、内に稜を持って内

湾ぎみに伸びる日縁部に至る。端部は尖りぎ
みに終る。
内外面体部ハケ後ナデ、日縁部ヨコナデ。

乳茶褐色 5～ 2 HIの

石英、長石
を多量に、
チャート・

雲母をわず
かに合む

良好

- 27 -―



遺物番F
器
出 十 111

くCllノ ru後
准暑  架 言 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 備  考

鉢

第 1

トレンチ

第 6層

裾径  57

合形の脚台部のみ。裾端部は丸く終る。

全体を指おさえ成形後、側面を板状工具に

るナデ。

乳茶褐色～

橙色
白色細砂粒
を多量に、

径 311nの石
英、長石、
チャートを

少量含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第 6層

112 平坦な杯底部から、丸みをおびた稜を作り、

内湾して直立する。日縁端部に浅い沈線状の

窪みを持つ。

外面杯底部ハケ、体部タタキもしくはハケ、
日縁部 ヨヨナデ。内面底体部板状工具による

ナデ、日縁部 ヨコナデ。

外 面灰褐色

～橙色

内面灰褐色

石英、長石
を少量含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第6層

13 2 やや丸みをおびる杯底部から、角度を変え
て伸びる日縁部に至る。端部はやや内湾して

丸く終る。

外面ハケ。内面口縁部 ヨコナデの後全体を
ヘラミガキ。

乳橙色 精良
1～ 3 Emの

石英、長石、

白色細砂粒
雲母をわず
かに含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第 6層

158 丸みのある杯底部から、外に稜を持った後
外反する口縁部に至る。端部つまみ上げぎみ
に終る。

外面口縁部ヨヨナデ後横ヘラミガキ、杯底

部縦ヘラミガキ後横ヘラミガキ。内面口縁部

横ヘラミガキ後杯底部縦ヘラミガキ。

外面乳茶褐
色～黒色
内面乳茶褐
色～褐色

石英、長石
を含む

良 好 外面 口縁部

に黒斑

高 杯

第 2

トレンチ

第 6層

裾径 188

「ハ」の字形に開く裾部。端部は上下にわず
かに拡張し、面を持つ。端面に鋸歯文および

波状文を施す。

外面ヘラミガキ後端部ヨコナデ。内面磨耗
のため不明瞭。

外面為笹色
内面乳橙色
～黒色

石英、長石、
チャートを

少量含む

良好 裾端部付近
に黒斑

高杯

第 1

トレンチ

第 4層

裾径 115

筒形の柱状部から、ラッパ状に開く小型の

裾部に至る。杯底部は大きく開く。裾部中位
に4孔を穿つ (2孔残存)。

外面杯底部縦ヘラミガキの後横ヘラミガキ、

脚部縦ヘラミガキ。内面杯底部ナデ後ヘラミ

ガキ、柱状部 しばり日、裾部ナデ。

乳茶褐色 3 aun前 後の

石英、長石
を含む

良好

高あ

第 2

トレンチ

第 6層

裾径 128

中空の短い柱状部から、ラッパ状に開く裾

部に至る。端部は外に面を持ち、下につまみ

出す。

外面柱状部ハケ後ヘラ調整、裾部ナデ、端
部ヨコナデ。内面柱状部ケズリ、裾部板状工

具によるナデ、端部ヨヨナデ。

乳褐色 石英、長石、
チャートを

含む

良好

高 杯

第 1

トレンチ

第 6層

裾径 150

中空の長い柱状部から、ラッパ状に開く裾

部に至る。端部は外傾する面を持つ。

外面柱状部ハケ後ヘラ調整、裾部ナデ、上

端に 1条の沈線が廻る。内面柱状部上端に筒

状の圧痕、上半しばり日、下半ケズリ、据部
ハケ (11本 /1 5 cla)。

淡橙色 精良

白色細砂粒
を含む

良好
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遺物番
=

種
十舶 点

くcll,回 後
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備   考

大型鉢

第 1

トレンチ

第 6層

314 丸みをおびた体部から、大きく外反する国

縁部に至る。端部は外に面を持ち、上下にご

くわずか肥厚する。

外面回縁部ヨコナデ、体部ハケ後ヘラミガ

キ。内面口縁部 ヨコナデ後口縁部から体部を
ヘラミガキ。

外面乳橙色

～褐色～黒

色

内面褐色～

乳橙色

石英、長石
を多量に合
む

良好 内外面体部
に煤付着

大型鉢

第 1

トレンチ

第6層

31 9 丸みのある体部から、外反する日縁部に至

る。端部はつまみ上げぎみに終る。

外面口縁部 ヨコナデ (成形時の工具痕・ハ

ケロを残す)、 体部上半横・下半縦ヘラミガキ。
内面口縁部横ヘラミガキ、端部ヨコナデ、体
部縦ヘラミガキ。

乳褐色～乳
茶掲色

51mの石英、
3 du前 後の

長石を多量
に含む

良好

蓋(甕 )

第 1

トレンチ

第6層

つまみ径
32

中窪みの厚いつまみから、笠形に伸びる。

外面つまみ上端・側面指押さえ、体部板状
工具によるナデ。内面天丼部板状工具による

ナデ、体部ハケ (5本/1 cll)。

淡褐色 石英、長石
の細粒を合
む

良 好

蓋(甕 )

第 1

トレンチ

第 6層

つまみ径
40

42よ り扁平な器形。
調整42と 同じ。

乳茶褐色～

灰褐色

2 Hul前 後の

石 英、長石、

白色細砂粒

を含 む

良 好

甕

第 1

トレンテ

第 6層

150 体部からゆるやかに外反する国縁部に至る。

端部は外に面を持って尖りぎみに終る。

外面右上リタタキ (3本 /1 3 cln)。 内面板

状工具によるナデ後口縁部ヨコナデ。

嗜褐色 角閃石を多

量に、 241

前後の石英

長石を少量

含む

良好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

150 体部から丸みをおびた「 くJの字形に外反
する口縁部に至る。端部丸く終る。

外面口縁部 ヨコナデ、体部右上リタタキ(3

本/1 cll)後ハケ (11本/1 cE)。  内面回縁
部ヨコナデ、体部ナデ。

灰褐色 石英、雲母
を含む

良好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

154 体部から丸みのある「く」の字形に外反す
る日縁部に至る。端部は外へつまみぎみとな

り、外傾する凹面を持つ。

外面口縁部 ヨヨナデ、屈曲部から肩部にタ
タキロ・ハケロを残す。内面回縁部ヨコナ九

淡茶褐色～

黒色

2 Hun前後の

石央、白色
小石粒をわ

ずかに合む

良好 外面に煤付

着

甕

第 2

トレンチ

第 6層

152 体部から丸みを持って外反する口縁部に至
る。端部は垂直な面を持つ。

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ。

内面口縁部ココナデ、体部指押さえ後板状工

具によるナデ。

乳橙色 3～ 0 5 al

の石英、長
石、赤色酸

化粒を含む

良好
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遺物番
= 十 111

(cm)口 径 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

甕

第 2

トレンチ

第 6層

154 丸みをおびた体部から、「 く」の字形に外反

する国縁部に至る。端部は外傾する面を持ち

下方へわずかに肥厚して終る。

外面右上リタタキ後口縁部 ヨコナデ、体部

縦方向のナデ。内面板状工具によるナデ後ロ

縁部 ヨコナデ。

乳褐色～黒

色

石 英、長石 、

雲母を少量

含 む

良 好 外面体部に

黒斑

49 甕

第 1

トレンチ

第 6層

168 体部から「く」の字形に外反 して日縁部に

至る。端部は丸く終る。

外面日縁部ヨヨナデ、体部右上リタタキ。

内面口縁部ヨコナデ、体部指頭圧痕・工具痕

を残す。

乳茶褐色 石英、長石
を多量に、

雲母を少量

含む

良 好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

172 体部から「くJの字形に屈曲して口縁部に

至る。端部は垂直な面を持つ。

外面口縁部 ヨコナデ、体部右上リタタキ (3

本/1 8cn)。  内面口縁部板状工具によるナ

デ後ヨコナデ、体部ナデ。

外面乳茶褐

色～黒色
内面乳茶褐
色

3 1ulの石英、

長石、チャ
ートを含む

良好 外面体部に

黒斑

甕

第 2

トレンテ

第 6層

180 体部から丸みを持って強く外反する国縁部
に至る。端部は外傾する面を持つ。

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ。
内面口縁部ヘラケズリ後ヨコナデ、体部ハケ。

乳茶褐色
一部橙色

石英、長石、
チャートを

わずかに含
む

良好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

122 丸い体部から内に稜を持って外反し、角度
を変えて立ち上る国縁部に至る。端部は内傾

する面を持つ。

外面口縁部 ヨコナデ、体部右上リタタキ(4

本/2 2 cll)。  内面口縁部ヨコナデ、体部板
状工具によるナデ。

外面淡橙色
内面乳褐色
～灰褐色

石英、長石、

雲母、赤色

酸化粒を含
む

良好

甕

第 1

トレンチ

第6層

148 体部から強く外反 して口縁部に至る。端部
は外上方へ丸くつまみ上げ、外傾する面を持

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ(3

本/1 7cI)。  内面口縁部ヨコナデ、体部ナ

デ。

乳茶褐色 l IIn以 下の

長石、石英
を含む

良 好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

153 体部から丸みのある「く」の字形に外反し、
国縁部に至る。端部は丸くつまみ上げる。

外面口縁部指押さえ後ヨコナデ、体部右上

リタタキ。内面口縁部上半ヨコナデ・下半板

状工具によるケズリ、体部ハケ (11本 /16
cla)。

橙 色 3～ l Ellの

石英、長石
を多量に、

雲母、赤色
酸化粒をわ

ずかに含む

良 好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

156 体部から「く」の字形に屈曲した後外反す
る日縁部に至る。端部はつまみ上げ、外傾す
る面を持つ。

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ。

内面口縁部ヨコナデ、体部板状工具によるナ

デ。

乳褐色 2 HIIl前 後の

石英、長石、

白色細砂粒
を多量に含
む

良
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自物番号
土地

(cm)日 径
渉暑 果菖 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備   考

甕

第 2

トレンチ

第 6層

150 体部から「くJの字形に屈曲して口縁部に

至る。端部は器肉を減じて丸く終る。

外面口縁部 ヨコナデ、体部右上リタタキ(2

条/1 cm)。 内面回縁端部 ヨコナデ、日縁部・

体部板状工具によるナデ。

外面褐色～

黒色
内面淡茶褐
色

5～ l IInの

石英、 l ll

前後の長石
を多量に含
む

良好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

128

最大径110

張りの少い体部から、外折して日縁部に至
る。端部はつまみ上げ、外に垂直な面を持つ

外面口縁部ヨコナデの他不明。内面日縁部
ヨコナデ、体部ハケ後ナデ。

外面乳茶色
～黒色
内面乳茶褐
色

211n前 後の

石英、長石
を多量に合
む

良好 外面体部下
半に煤付着

甕

第 2

トレンチ

第 6層

132 57に似る。国縁部は上位で内湾ぎみとなり、

端部丸く終る。

外面日縁部ヨコナデ、体部上半左上り・下

半右上リタタキ (3本 /1 8cll)。 内面口縁部
ヨヨナデ、体部ハケ (12本/1 8cm)。

外面淡赤褐
色～黒色
内面淡隆色
～淡灰色

石英、長石

を含む

良 好 外面に煤付
着

甕

第 1

トレンチ

第 6層

168

最大径111

57に 似る。日縁端部は丸く終る。

外面口縁部ヨコナデ、体部左上リタタキ、

屈曲部にハケロを残す。体部中位の接合部付
近にヘラミガキ状の圧痕を残す。内面口縁部
ヨコナデ、体部ナデ。

外面黒色
内面乳橙色

石英、長石、

赤色酸化粒
を含む

良 好

底部有孔

土器

第 1

トレンチ

第 6層

一
　

一

３ ６

０ ９

径
径

底

孔

突出平底の底部から、丸みを持って斜上方
に伸びる。孔は焼成前に穿つ。

外面ハケ (12本/1 cm)。 内面ハケ (9本 /
1 cll)。

乳茶褐色 3～ l lntの

石英、長石、
チャートを

含む

良 好

底部有孔

土器

第 2

トレンチ

第 6層

底径  26
孔径  10

小型で平坦な底部から、斜上方へ直線的に

伸びる。孔は焼成前に穿つ。

外面タタキ (1条 /1 cII)。 内面板状工具に

よるナデ。

外面淡茶褐
色～黒色
内面淡茶褐

色

2Hn前 後の

石英、長石、

白色細砂粒
チャートを

含む

良 好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

底径  32

突出するドーナツ状の底部から、丸みをお

びて斜上方に仲びる。

外面右上リタタキ (2条 /1 6cm)。 内面板

状工具によるナデ。

外面乳茶褐
色～黒色
内面乳茶褐

色

石英、長石、

白色砂粒を

含む

良好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

底径  43

突出するドーナツ状の底部から、斜上方ヘ

伸びる。

外面右上リタタキ。内面くもの巣状のハケ。

赤橙色 5～ l IIの

石英、長石
を多量に含
む

良好 黒斑あ り
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遺物番撮
器  '
出土地

(cll)口 径
洋岳 果首 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備   考

餐

第 2

トレンチ

第 6層

底径

突出する中窪みの底部から、斜上方へ直線

的に伸びる。

外面右上リタタキ。内面板状工具によるナ

外面淡橙色
～褐色
内面灰褐色

石英、長石
を多量に含
む

良 好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

底径  40

突出する平底の底部から、丸みをおびて斜
上方へ伸びる。

外面右上リタタキ (5条 /2 3cm)、 底面に

板状工具の圧痕。内面板状工具によるナデ(下
→上)。

外面褐色～

赤橙色
内面乳茶褐

色

石英、長石、

白色細砂粒
を多量に、
チャートを

少量含む

良好 内面に黒斑
? 外面に

煤付着

物 >の 返

遺物番弓
器   種
出十舶点

(cI)日 径
注 目  哭 宮 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

テ

甕
　
　
　
‐
″
鴫

第

卜
第

150 内に鋭い稜を持ち、「く」の字形に外反す
る口縁部に至る。端部は尖りぎみに終る。

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ(4

本/1 cll)。 内面口縁部ハケ (6本 /1 4cll)、

体部ヘラケズリ。

暗褐色 角閃石を多

量に含む
良好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

186 66に似る。

外面口縁部ヨコナデ、体部右上リタタキ(3

本/1 8cI)、 屈曲部にハケロ残る。内面口縁
部ハケ、屈曲部以下 l cllま でヨコナデ、体部
ハケ。

外面褐色
内面乳茶褐

色

白色細砂粒
3111の石英
を含む

良好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

163 体部から「く」の字形に屈曲した後、内湾
して伸びる日縁部に至る。端部は内傾する面
を持ち、内外に肥厚する。
内外面ヨコナデ。

淡橙色 石英、長石

粒を合む

良 好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

158 体部からゆるやかに外反して日縁部に至る

端部は尖りぎみに丸く終る。

外面口縁部ヨコナデ、体部ハケ(12条/27
cm)。 内面日縁部 ヨコナデ、体部板状工具によ

るナデ。

乳茶褐色 白色細砂粒
を含む

良 好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

17 0 内に鋭い稜を持ち、強く外反して口縁部に

至る。

外面体部右上リタタキの後屈曲部に粘土を

備足して指押さえの後ナデ、最終的に口縁部
ヨコナデ。内面回縁部ハケの後ヨコナデ。

乳灰色 3～ l IIの

石英、 l Hal

の長石を多

量に、チャ
ートをわず
かに合む

良 好 外面に煤付
着
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自物番号
蕎
出十 11L

(cll)口径
差 暑  哭 言 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

甕

第 1

トレンテ

第 6層

182 丸みをおびた体部から、外反する口縁部に

至る。日縁部は中位で器肉を増し、端部丸く

終る。

淡橙色 白色細砂粒
黒色粒を合
む

良 好

甕

第 2

トレンチ

第 6層

22 0 張りの少い体部から、外反する口縁部に至

る。端部尖りぎみに丸く終る。

外面屈曲部から体部上位粗いハケ (7本/
2 5 cll)の 後下位細かいハケ(10本/1 4 cal)

の後口縁部 ヨコナデ。内面口縁部ハケの後ヨ

コナデ、体部ヘラケズリ (右下→左上)。

外面灰褐色

内面乳褐色

石英、長石
を含み、赤

色酸化粒を

わずかに含
む

良好 外面口縁部・

体部の一部
に煤付着

甕

第 1

トレンチ

第 4層

13 6 体部から外反ぎみに伸びる短い口縁部に至

る。端部尖りぎみに終る。

外面口縁部 ヨコナデ、体部磨耗のため不明

内面口縁部板状工具によるナデの後ヨコナス

体部ヘラケズリ。

外面暗赤色
～黒色
内面乳茶褐
色～黒色

石長
ヽ
む

英

含

石

を

良好

74 甕

第 1

トレンチ

第4層

13 6 丸みのある体部から、わずかに外反する口

縁部に至る。端部尖りぎみに丸く終る。

内外面口縁部 ヨヨナデ、体部板状工具によ

るナデ。

灰褐色 石長
ヽ
む

英

含

石

を

良 好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

154
23 1

最大径222

最大径をほぼ中位に持つ体部から、内に稜

を持ち外反する日縁部に至る。端部は丸く終
る。

外面口縁部ヨコナデ、体部上半ナデ、下半

指押さえ後ハケ。内面口縁部ヨコナデ、体部
ヘラケズリ (上半左→右・下半下→上〉。

灰褐色～淡
褐色～黒色

石英、長石
の細粒を多

量に含む

良好

甕

第 1

トレンチ

第 6層

16 4 体部から内に稜を持って直立ぎみに立ち上

り、わずかに外反する国縁部に至る。端部は

肥厚ぎみとなり、丸く終る。

外面口縁部指押さえ後ヨコナデ、体部ハケ

(12～ 15本/1 cll)。 内面日縁部 ヨヨナデ (右
→左)。

乳茶褐色～

黒色

白色細砂粒
を含む

良好 外面に煤付

着

甕

第 1

トレンチ

第 6層

192

最大径244

張りの少い体部から外傾した後外反する口

縁部に至る。端部は丸みのある面を持つ。

外面口縁部ヨコナデ、体部ハケ (12本/1
cll)。 内面口縁部板状工具によるナデ後ヨコナ

デ、体部ヘラケズリ (上半右→左、下半下→

上)。

乳橙色 白色砂粒を

含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第 6層

106
103

据径 86

平坦な杯底部から丸みをおびて直立する。

脚部ラッパ状に開き、端部外傾する面を持つて

外面口縁部 ヨコナデ、杯底部ヘラケズリ後
ナデ、柱状部ヘラナデ、据部ナデ。内面杯部

板状工具による調整後丁寧なヨコナデ、柱状

部しばり目、据部に指頭圧痕を残す。

淡橙色 精良
2m前後の

白色細砂粒

赤色酸化粒

雲母、石英、

長石わずか
に含む

良 好
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Ё物番
=

器   種
出 +t4h占

(cn)日 径
浅量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備   考

高杯

第 1

トレンチ

第 6層

13 4

104
裾径  86

半球形の杯部。脚部は低く、内に稜を持ち

裾部に至る。端部は下につまんで終る。

外面杯部ヨコナデ、脚部ヘラナデ、杯部と

脚部の接合部に指頭圧痕・ ヘラ痕を残す。内

面□縁部から体部ヨコナデ、柱状部ケズリ、
裾部ヨコナデ。

灰褐色～黒
色

石英、長石
を含む

良好 外面裾部 に

黒斑

高杯

第 1

トレンチ

第 6諷

12 6 浅い半球形の杯部のみ。日縁端部は丸く終
る。

外面板状工具によるケズリの後口縁部 ヨコ

ナデ、体部ナデ。内面口縁部ヨコナデ、体部
板状工具によるナデ。

灰褐色～淡
橙色

石英、長石、
チャートを

少量含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第6層

据径 90

短い柱状部と大きく開く裾部が遺存する。
裾端部は丸く終る。

外面ハケ (3本 /1 cI)。 内面柱状部ケズリ
裾部ハケの後ナデ、一部に粘上を補足してノ

ケロを残す。

橙色～乳茶
褐色

白色細砂粒
5111の石英
を含む

良好

高杯

第 1

トレンチ

第 6層

裾径  55

柱状部から内に稜を持って開き、裾部に至
る。端部は器肉を減じて丸く終る。
外面柱状部と裾部の境に指頭圧痕・板状工

具痕を残す。内面柱状部ケズリ、裾部ハヶ(6
本/1 9 cll)。

乳桂色 211の石英、

長石、白色
細砂粒、赤
色酸化粒、

黒色粒を合
む

良好

鍋

第 1

トレンチ

第 6層

25 8

27 6
平底の底部、張りの少い胴部に短く外反す

る日縁部がつく。端部丸く終る。把手は牛角
状で体部上位につく。

外面口縁部ハケの後ヨコナデ、体部ハケ、

届由部付近に横ハケを残す。把手は上面ハケ、

他は指押さえ後ナデ。内面口縁部ハケ (7本
/1 5 cta)、 体部ヘラケズリ (下→上)、 底部
磨耗のため不明瞭。

灰褐色 石英、長石
の細粒を多
量に、黒色

砂粒を少量
含む

良好 把手付近に

黒斑

縛構

第 1

トレンチ

第 4層

130
40

稜径

低い天丼部から、稜を持って垂直に下る日

縁部に至る。端部は内に段を持つ。

外面回転ナデ。内面天丼部不整方向の静止
ナデ、体部・ 日縁部回転ナデ。

外面緑灰色

～灰色

内面灰色

精良、級密 良好

堅緻

外面天丼部
に自然釉
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麹憲岳奪厳

第 1ト レンチ全景 (北から)

第 2ト レンチ全景 (北から)
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4 小阪合遺跡 (第 4次調査 )

調 査 地 :青山町・南小阪合町の一部

調査期間 :昭和59年 6月 15日 ～■月15日

調査面積 :1940だ

腫コ受墨請ぎ呉 謹
」⑥軍票季
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はしめに

今回の発掘調査は、南小阪合土地区画整理事業計画に伴う昭和59年度の発掘調査で、当調査

研究会が小阪合遺跡内で実施 した発掘調査の第 4次調査にあたる。

小阪合遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に狭まれた沖積地上に位置する遺跡で

ある。同一の沖積地上には、南東から北西に東弓削遺跡 。中田遺跡・ 矢作遺跡 。当遺跡があり、

さらに当遺跡の北側に成法寺遺跡 。東郷遺跡・萱振遺跡・佐堂遺跡・ 宮町遺跡・ 山賀遺跡が位

置している。

当地区の区画整理事業は昭和57年度より継続 しているもので、57年度に第 1次調査、58年度

に第 2次 。第 3次調査を実施している。第 1次～第 3次調査では、弥生時代後期か ら近世に至

る遺構 。遺物が検出されており、遺跡内での各時期ごとの土地利用の変遷が看取されるように

なってきた。

調査概要

当調査地は、第 1次 。第 3次調査地に隣接する調査地で、既往調査と同様計画道路部分にあ

たる。調査は、計画道路予定地の中央に、幅 2～ 4mの トレンチを設定 して実施 した。調査の

結果、弥生時代後期から鎌倉時代に至る遺構・ 遺物を検出した。

弥生時代後期末の遺構は、表土下1.lm(TP+8.20m)付 近に堆積する灰褐色砂混粘土層

上面を構築面とするもので、落込み状遺構 1基を検出している。

古墳時代前期の遺構は、 TP+8.00m前後に堆積する淡灰茶色砂混粘土層 。茶灰色粗砂層上

面を構築面としており、井戸・土坑・溝・ 自然河道を検出している。自然河道は第 1次 。第 3

次でも検出したもので、幅100mを測り、北西方向に流路を持つ ものと推定 される。

埴輪円筒棺検出状況平断面図
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古墳時代中期の遺構は、前期の遺構検出面と同レベルに堆積する茶灰色 シル ト層上面で、落

込み状遺構・ 土坑・ 溝・ 柱穴等を検出している。また北部の調査区では、淡灰青色粘質ンル ト

層上面で、朝顔形埴輪と円筒形埴輪を組合わせた埴輪円筒棺を検出した。内部および周辺から

副葬品は検出されなかったが、埴輪の両面には赤色顔料を塗布 した部分が認められる。

平安時代の遺構には、自然河道があげられる。この自然河道は幅10～ 20m。 深さ0.5～ lm

を測るもので、第 1次 。第 3次調査でも検出されている。

鎌倉時代の遺構は、調査区全域で井戸・ 溝等が検出されている。

まとめ

当調査は区画整理事業に伴う継続事業で、調査対象地が道路部分であることから、調査区幅

が 2～ 4mに限定されている。 したがって、線的な調査の意味合が強 く、各時期ごとの遺跡の

あり方 も、限定された調査成果から推察せざるを得ないのが現状である。

今回の調査では、弥生時代後期末から近世に至る遺構・ 遺物を検出し、既往調査と同様の結

果が得られた。なかでも、北部の調査区で検出した埴輪円筒棺は、道時の埋葬に対する意識を

反映 した資料として注目できる。

埴輪円筒棺検出状況
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遺構検出状況 (北から)

溝内遺物出土状況
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5 小阪合遺跡 (第 5次調査 )

調 査 地 :南小阪合町 1丁 目の一部

調査期間 :昭和60年 1月 25日 ～ 3月 2日

調査面積 :636雷

はじめに

今回の発掘調査は、区画整理事業の一環として計画された、楠根川の仮水路付替工事に先立っ

て実施 したもので、月ヽ阪合遺跡内の第 5次調査にあたる。調査地点は、小阪合遺跡推定範囲の

北辺部に位置し、第 2次調査地の北部に接 している。

調査概要

調査区は幅 6m・ 長さ106mを測るが、途中で弓状に屈曲しているため、屈曲部を境 として

上流側と下流側に区別 した。

調査は、八尾市教育委員会文化財室が実施 した試掘結果に基づき、盛土および旧耕土を機械

掘削 し、以下の各層については土層葉理に従って人力掘削を実施し、遺構の検出に努めた。な

お調査に際しては、下流調査区の北端から5mご とに基準杭を打設 し、調査区を a～ tに 区分

した。

調査の結果、弥生時代後期～古墳時代の溝 6条、平安時代末期～鎌倉時代前期の井戸 2基・

溝 1条・小穴 1個、鎌倉時代前期以降の溝 3条を検出した。

まとめ

今回の調査では、小面積にもかかわらず古墳時代と平安時代～鎌倉時代の遺構が検出され、

小阪合遺跡の北辺部の様相を確認することができた。

なかでも上流側で検出した井戸から出土 した 2点の瓦器椀は、和泉型瓦器椀の最古に比定さ

れるものであり、古代末期の小阪合遺跡の様相を知るうえで貴重な資料を提供 している。
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下流調査全景 (北 西から)

工苧

1浄輩式

上流調査区井戸内遺物出土状況
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八尾市教育委員会
試振調査坑

第 1調査面 (平安時代末期～鎌倉時代前期)

検出遺構平面図

第 2調査面 (弥生時代後期～古墳時代)



6 東郷遺跡 (第18次調査 )

調査地 :北本町 2丁目141

調査期間 :昭不師9年 3月 1日 ～ 4月 10日

調査面積 :500ド

はじめに

今回の発掘調査は、店舗付賃貸共同住宅建設に先立って実施 したもので、八尾市教育委員会

文化財室 。当調査研究会が、東郷遺跡内で実施した発掘調査の第18次調査にあたる。当調査地

の東は第 5次調査地、北は第14次調査地と接 しており、西側に第 3次 。第16次調査地が位置し

ている。

東郷遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川の沖積作用によって形成された三角州状

の低平地に位置している。この低平地は、八尾市域の中央部を南東から北西に広がるもので、

弥生時代中期以降の遺跡が爆発的に増加する地域である。この地域には、南東から北西へ東弓

削遺跡 。中田遺跡・矢作遺跡・小阪合遺跡・成法寺遺跡・東郷遺跡・ 宮町遺跡・佐堂遺跡 (美

園遺跡)・ 萱振遺跡・ 山賀遺跡等が密集 して存在 している。

嘔 |

塾
喜

国翻 八尾市教委調査  □甥

急!謙鍵3g冒

昭和57年度調査

昭和58年度調査
0         100m

昭和59年度調査   

―
調 査 地 周 辺 図
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当遺跡は、八尾市の中心部である北本町 。東本町・光町 。桜ケ丘一帯に位置しており、昭和

53年度以降の近鉄八尾駅前開発を境に各種工事が活発に実施されていることから、それに伴う

埋蔵文化財発掘調査 も断続的に実施されている。

調査概要

調査に際しては、調査地を東部・西部に分割 し、西部を第 1調査区 。東部を第 2調査区と付

称 した。

調査の結果、現地表下1.7m付近に堆積する淡灰黄色～青灰色 シル ト上面 (TP+6.50m)

で、古墳時代前期の井戸 。溝・ 落込みを検出した。なお、遺構は調査区の南部と北部に分散し

ており、遺構の検出が認められなかった中央部は、その堆積状況からみて西側一帯に広がって

いたと推定される沼沢地の一部と考えられる。遺物は、各遺構から庄内式に比定される壷・ 甕・

高杯・鉢等が多量に出土 している。

まとめ

今回の調査地は、古墳時代の集落遺構を検出した第 5次 。第14次調査地に隣接 しており、東

郷遺跡の西部の様相を知るうえで注目された。調査の結果、既往調査の結果と同様古墳時代前

期の集落遺跡とともに、沼沢地を検出した。一方、第 5次 。第10次調査地で検出した自然河道

の右岸を当調査地の南部でも検出しており、今回検出した沼沢地は、その河道に付随した性格

のものと考えられる。

以上の調査成果から東郷遺跡の古墳時代前期の景観を推察すれば、自然河道の北側一帯に集

落遺構が広がっており、当調査地を境として西側一帯は沼沢地であったようである。なお、北

部に位置する第17次調査地では、同時期の方形周溝墓 1基が検出されており、当遺跡の北部に

は墓域が存在 していたことが判明している。
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検出遺構平面図
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第 2調査区溝内遺物出土状況 (西 から)
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7 久宝寺遺跡 (第 1次調査 )

調 査 地 :】ヒ亀井町 3丁 目 1

調査期間 :4月 2日 ～ 6月 25日

調査面積 :792雷

はじめに

今回の発掘調査は、工場建設に先立って実施したもので、当調査研究会が久宝寺遺跡内で始

めて実施 した発掘調査である。

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川左岸に位置し、中世には橘島と呼ばれた地域に

属 している。調査地の付近には、鎌倉時代から法燈を燈す真観寺および、発掘調査で確認され

た釈迦寺跡が存在 している。また、近年の発掘調査によって、弥生時代から鎌倉時代に至る遺

構・ 遺物が付近一帯で確認されており、早 くから開発された地域であることが判明している。

なお、当遺跡周辺には、跡部遺跡・亀井遺跡・竹渕遺跡・ 太子堂遺跡 。植松遺跡等が同様の

条件で立地 している。

調 査 地 周 辺 図
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調査概要

調査対象地に 4箇所の調査区を設定 し、第 1ト レンチ～第 4ト レンチと付称 して、調査を実

施 した。

。第 1ト レンチ (43× 4m)

現地表下0.9～1.Om(TP+6.80m)付 近に堆積する灰茶色砂質土層中で、奈良時代～鎌

倉時代の上師器・須恵器等の細片を検出した。そこで、同時代の遺構を確認する目的で調査を

実施 したが、遺構の存在は認められなかった。

灰茶色砂質土層より0。 7～0.8m下層に堆積する灰青色粘土層中でも、古墳時代前期の遺物

が少量出上 したが、上層と同様遺構の存在は認められなかった。

。第 2ト レンチ (62× 4m)

現地表下0.85～1.lm(TP+6.75m)付 近で、第 1ト レンチ同様奈良時代～鎌倉時代の遺

物包含層を確認することができ、包含層の南への広がりを知ることができた。

そこより0.7～ 0.8m下層に堆積する灰黒色粘土層は、古墳時代前期の遺物包含層で、層中

から多量の土器類が出上 している。とくに トレンチ東部では、土器類が一箇所に集積する形で

出土 している。

国鉄関西本線

土器集積

第 3ト レンチ
土器集積

第 2ト レンチ

ヽ ロ ミ

第 4ト レンチ

調 査 区設 定 図
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土器集積 :約60咽体分の土器で構成されており、東西約 5mの範囲にわたって広がっている。

器種には二重回縁壷 。小型壼の割合が多 く、甕は少ない。完形の上器で見る限りでは、日縁部

を上にしたものが多く、意識的に設置したものと考えられる。なお、明瞭は掘形は確認できず、

遺構の性格も不明な点が多い。

・ 第 3ト レンチ (44× 4m)

現地表下2.lm付近に堆積する暗灰色粘土層上面 (TP+5.60m)で、第 2ト レンチと同様

の土器集積を検出した。なお、当 トレンチでは、奈良時代～鎌倉時代の遺物包含層は認められ

なかった。

上器集積 :ト レンチ中央部東寄りで検出した。約20個体分の土器が、東西2.5m程度の範囲

に広がっている。検出状況や器種構成、および明瞭な掘形が認められないこと等は、第 2ト レ

ンチの上器集積と共通 した特徴を示 している。

。第 4ト レンチ (49× 4m)

当 トレンチも第 3ト レンチと同様、奈良時代～鎌倉時代の遺物包含層は認められなかった。

また、調査途中で自然河道を検出したため、遺跡の立地条件と自然河道との関係を明確にする

ことに重点を置き、調査を実施した。

自然河道 :ト レンチ東端より17mの地点で自然河道の右岸を検出した。現状で幅30m以上・

深さ1.4m以上を測る。内部には粗砂・ 細砂 。シル トの 3層が堆積しており、水量が多大で、
註

水流の早い河道であったことが窺える。なお、 この河道の埋没時期は、内部に含まれる土器類

から、古墳時代前期に比定できる。

まとめ

調査の結果、第 2ト レンチ・ 第 3ト レンチで古墳時代前期の土器集積、第 4ト レンチで同時

期に埋没した自然河道を検出した。

上器集積の器種構成は、ともに完形あるいは完形に近い二重回縁壺が半数以上を占め、甕は

希少である。また、何らかの意図を持って土器を設置したことが明らかで、祭祀に関係 した遺

構であると考えられる。

自然河道は北西への流路を持つ大規模なもので、出土遺物から古墳時代前期に埋没したこと

が推定でき、それ以前の時期の旧大和川の一つの流れであろうと考えられる。

註

脱稿後、当調査地西側で (財)大阪文化財センターが実施 している亀井北遺跡 (その 1)の調査地を、技師小野久隆・

服部文章氏から実見させていただいた。その結果、同一の河道の西の延長を確認することができたが、ここでは幅10m.

深さ2mの規模で東西方向に伸びている。この検出状況から考えれば、第4ト レンチが河道とほぼ平行に位置する可能性

があり、正確な数値は得られていないと考えられる。
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8 弓削遺跡 (第 1次調査 )

調 査 地 :志紀町南 2丁目74～ 76

調査期間 :昭和59年 4月 2日 ～ 7月 27日

調査面積 :1260ド

はじめに

当調査は、共同住宅建設に先立って実施したもので、当調査研究会が弓削遺跡内で始めて実

施 した発掘調査である。

弓削遺跡は、八尾市南西部の志紀町南を中心に所在 し、旧大和川の主流である長瀬川が玉串

川と分岐する地点の左岸一帯に広がる自然堤防上に位置する。当遺跡周辺には、西に田井中遺

跡・ 木の本遺跡、南に本郷遺跡 (柏原市)・ 船橋遺跡 (同 )・ 川1北遺跡 (藤井寺市 )、 北に長

瀬川を狭んで東弓削遺跡が位置している。

調 査 地 周 辺 図
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調査概要

共同住宅の建築物および一連の施設である浄化槽・ 防火水槽にあわせて、 4箇所の調査区を

設定 し、 Aト レンチ～Dト レンチと付称 した。

調査は、八尾市教育委員会文化財室の試掘結果に従って、現地表から1.6mま では機械掘削

を行い、以下の各層は入力掘削によって遺構面の検出に努めた。調査の結果、Aト レンチで 3

時期、 B・ Cト レンチで 2時期の遺構を検出した。

・ Aト レンチ (12× 22m)

浄化槽の構築予定地に設定 した トレンチである。調査の結果、現地表下1.9m付近で奈良時

代、以下0.lmで古墳時代後期、以下0,4mで弥生時代後期の遺構を検出した。

<第 1調査面>

淡茶褐色細砂混粘質土層上面 (TP+12.00m)で 、奈良時代の溝15条 を検出 した。 これ ら

の溝は東西方向 。南北方向に伸びるもので、前者は11条、後者は 4条検出 した。前者は幅0.2

～0.4m・ 深 さ0.1～ 0.2m、 後者は幅0.2～ 0。 3m。 深 さ0.1～ 0.2mを 測 り、南北溝が東

西溝を切る関係にある。内部からは土師器・ 須恵器の細片が少量出上 しているだけで、形状か

ら農耕に関連する溝と推定される。

<第 2調査面>

奈良時代の遺構面から約0.lm下部では、南西から北東に伸びる2条の清を検出 した。 これ

らの溝は幅0.5～ 1.Om・ 深さ0。 1～ 0.15mを 測るもので、遺物が出土 していないために時期

は明瞭にし難いが、上面に堆積する土層から古墳時代後期の遺構と考えられる。

<第 3調査面>

弥生時代後期の遺構は、第 2調査面より約0.4m下部に堆積する灰茶青色 シル ト混粘質土層

上面 (TP+11.50m)を 構築面とするもので、溝 1条を検出した。この溝は、調査区中央を

南北方向に伸びるもので、幅3.5～ 4m・ 深 さ1.2～ 1.5mを測る。内部堆積土は、上層より

茶褐灰色細砂混粘土・ 暗灰黒色粘土・灰青茶色シル ト混粘上の 3層からなる。暗灰黒色粘土層

からは、弥生時代後期に比定される土器類がきわめて密集 した状態で出土 しており、この溝内

だけでコンテナ約150箱分が出土 している。

・ Bト レンチ (36× 13m)

調査地の南部に設定 した トレンチである。当 トレンチでは、TP+12.00m前 後で奈良時代

の遺構を検出し、TP+11.50m前後で弥生時代中期～後期の遺構を検出 した。前者はAト レ

ンチの第 1調査面に、後者は第 3調査面に対応する。

<第 1調査面>

奈良時代の遺構は、Aト レンチと同様現地表下1.9m付近に堆積する淡茶褐色細砂混粘質土
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層の上面を構築面とするもので、井戸 2基・ 溝 9条・土坑 1基を検出した。

井戸には横板井籠組井戸と素掘井戸の 2種がある。横板井籠組井戸は深さ1.7mを 測るもの

で、上部井戸側と下部井戸側の二重構造である。下部井戸側は、長辺0.4m。 短辺0.2m。 厚

さ2～ 3 cmを測る板材 4枚を井籠組 したものを 3段に重ねたもので、水溜の機能を果 している。

上部井戸側は、長辺0.6m・ 短辺0.3m・ 厚さ2～ 3 cmを 測る板材を井籠組 したものを、下部

と同様 3段に重ねている。内部堆積土は、上層より茶褐色細砂混粘土・ 暗灰色粘土 。暗灰青色

粘土・灰青色粘土 。暗灰褐色粘土で、層中から須恵器杯身の破片が出土 している。

一方、溝は大半が南北方向に伸びるもので、形状・ 方向等からAト レンチで検出した溝と同

様の性格を帯びたものと推定される。

<第 2調査面>

弥生時代中期～後期の遺構は、現地表下2.4m付近に堆積する灰茶青色 シル ト混粘質土層上

面で、井戸 2基・土坑 3基・ 溝 4条・小穴 4個を検出した。

。Cト レンチ (12× 64m)

調査地の中央部に設定 した トレンチである。当 トレンチは、当初A・ Bト レンチ同様、全面

発掘調査を予定 していた。 しか し、 Aト レンチで検出した溝から出土 した膨大な量の上器の取

上げに多くの日数を費やしたため、計画した日程内での調査の遂行が危惧される状況となった。

そのため、当調査研究会はこれまでの調査経過から考えて、調査日程の延長が必要不可欠であ

る旨を八尾市教育委員会文化財室に昭和59年 6月 11日付で中間報告を提出し、行政判断を仰い

だ。その結果、当初の調査日程を尊重 した調査を継続する旨の解答が回頭で指示された。そこ

で、奈良時代の遺構面まで全面発掘調査を実施したが、それ以下については止むを得ず 5× 5

mの グリッドを24箇所設定するという変則的な調査方法を実施せざるを得なかった。

調査の結果、 Bト レンチ同様TP+12.00mで 奈良時代、 TP+11.50mで 弥生時代の遺構

を検出した。

<第 1調査面>

奈良時代の遺構はA・ B両 トレンチと同様、淡茶褐色細砂混粘質土層上面を構築面とするも

ので、井戸 1基・土坑 2基・溝 4条を検出した。

とくに丼戸は、 Bト レンチで検出した井戸と同様の横板井籠組井戸である。井戸側は、長辺

0.8m・ 短辺0.3m・ 厚さ2～ 3 clllの 板材 4枚を井籠組 したものを、 5段以上重ねている。た

だ、調査中約 2mを掘削 したところで井戸側が崩れ、調査を打切ったため、深さや井戸側の段

数等の詳細は不明である。なお、井戸組に際しては、板材の端をL字形に切込む 2枚の板材を

東と西に置き、南と】ヒには未加工の板材を置くもので、四隅には丸木の 4分の 1を切取った隅

柱を外側にあてて固定 している。内部堆積土は、上層から灰黒色礫混粘土・灰青色細砂混粘土
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層の上面を構築面とするもので、井戸 2基・ 溝 9条・土坑 1基を検出した。

井戸には横板井籠組井戸と素掘井戸の 2種がある。横板井籠組井戸は深 さ1.7mを 測るもの

で、上部井戸側と下部井戸側の二重構造である。下部井戸側は、長辺0.4m・ 短辺0.2m・ 厚

さ2～ 3 clllを 測る板材 4枚を井籠組 したものを 3段に重ねたもので、水溜の機能を果 している。

上部井戸側は、長辺0.6m・ 短辺0.3m・ 厚さ2～ 3 clllを 測る板材を井籠組 したものを、下部

と同様 3段に重ねている。内部堆積土は、上層より茶褐色細砂混粘土・ 暗灰色粘土・ 暗灰青色

粘土・灰青色粘土・ 暗灰褐色粘上で、層中から須恵器杯身の破片が出上 している。

一方、溝は大半が南北方向に伸びるもので、形状・方向等からAト レンチで検出した溝と同

様の性格を帯びたものと推定される。

<第 2調査面>

弥生時代中期～後期の遺構は、現地表下2.4m付近に堆積する灰茶青色 シル ト混粘質土層上

面で、井戸 2基・土坑 3基・ 溝 4条・小穴 4個を検出した。

・ Cト レンチ (12× 64m)

調査地の中央部に設定 した トレンチである。当 トレンチは、当初A・ Bト レンチ同様、全面

発掘調査を予定 していた。 しかし、Aト レンチで検出した溝から出土 した膨大な量の土器の取

上げに多くの日数を費やしたため、計画した日程内での調査の遂行が危惧される状況となった。

そのため、当調査研究会はこれまでの調査経過から考えて、調査日程の延長が必要不可欠であ

る旨を八尾市教育委員会文化財室に昭和59年 6月 11日付で中間報告を提出し、行政判断を仰い

だ。その結果、当初の調査日程を尊重 した調査を継続する旨の解答が口頭で指示された。そこ

で、奈良時代の遺構面まで全面発掘調査を実施したが、それ以下については止むを得ず 5× 5

mの グリッドを24箇所設定するという変則的な調査方法を実施せざるを得なかった。

調査の結果、 Bト レンチ同様TP+12.00mで 奈良時代、 TP+11.50mで 弥生時代の遺構

を検出した。

<第 1調査面>

奈良時代の遺構はA・ B両 トレンチと同様、淡茶褐色細砂混粘質土層上面を構築面とするも

ので、井戸 ユ基 。土坑 2基・ 溝 4条を検出した。

とくに丼戸は、 Bト レンチで検出した井戸と同様の横板井籠組井戸である。井戸側は、長辺

0.8m。 短辺0。 3m・ 厚さ2～ 3 cmの 板材 4枚を井籠組 したものを、 5段以上重ねている。た

だ、調査中約 2mを掘削 したところで井戸側が崩れ、調査を打切ったため、深さや井戸側の段

数等の詳細は不明である。なお、井戸組に際しては、板材の端をL字形に切込む 2枚の板材を

東と西に置き、南と北には未加工の板材を置くもので、四隅には丸木の 4分の 1を切取った隅

柱を外側にあてて固定 している。内部堆積土は、上層から灰黒色礫混粘土・ 灰青色細砂混粘土
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で、内部から土師器甕 。鉢の他、墨書人面土器・神功開宝が出土 している。

<第 2調査面>

弥生時代の遺構は、溝 1条・小穴 1個を検出しているが、グリッド調査で検出した遺構であ

り、詳細は不明である。

・ Dト レンチ (6.5× 8.5m)

調査地北側の防火水槽構築予定地に設定 した トレンチである。調査の結果、奈良時代の遺構

面を覆う灰茶色細砂層から土師器の細片が少量出土 した他は、遺構・ 遺物は検出されなかった。

まとめ

今回の調査は、弓削遺跡内で初めて実施 したものである。調査の結果、弥生時代中期から奈

良時代に至る遺構・遺物を検出したことから、当遺跡が複合遺跡であることが判明した。

なかでも、Aト レンチで検出した弥生時代後期の溝から出土 した多量の土器群は、河内平野

南東部の第V様式の土器を考察するうえで良好な資料といえる。さらに、 Cト レンチの井戸か

ら出土 した奈良時代の墨書人面土器は、当時の精神文化を示す資料の一つとして注目できる。

Aト レンチ第 1・ 第 2調査面全景 (北から)
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Aト レンチ第 3調査面全景 (北から)

Aト レンチ第 3調査面溝内遺物出土状況
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Bト レンチ第 2調査面全景 (東から)
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9 田井中遺跡 (第 2次調査 )

調 査 地 :空港 1丁 目81

調査期間 :昭和57年 10月 15日 ～10月 26日

調査面積 :155ポ

はじbに

今回の発掘調査は、陸上自衛隊八尾駐屯地内で予定された需品整備工場の建設に先立って実

施 した調査で、田井中遺跡内の第 2次調査にあたる。当調査地は、昭和57年度に実施 した第 1

次調査地の東隣に位置する。

田井中遺跡は、八尾市南部の田井中 4丁目を中心に広がる弥生時代前期から古墳時代前期に

至る遺跡である。当遺跡は、旧大和川の支流であった平野川流域の低湿地に位置する遺跡で、

周辺には、東に弓削遺跡、西に木の本遺跡、南に川北遺跡 (藤井寺市 )、 北に老原遺跡が位置

している。

｀
＼、|

/ハ
ミ
■

〕 、____ 
け甥 昭和57年度調査地

|II昭 和59年度調査地  ~

調査 地 周 辺 図
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当地域は、以前陸上自衛隊八尾駐屯地内での工事掘削の際、弥生時代前期の土器が出土 した

ことから、遺跡の存在が認識されていたが、その詳細は不明であった。ところが、昭和57年 8

月に実施 した第 1次調査では、遺構としては柱穴 1個を検出したのみであったが、弥生時代前

期から古墳時代中期に比定される多量の土器類が出土 したことから、付近一帯に集落が存在す

る可能性が強くなった。今回の調査地は、第 1次調査地の東に隣接 しており、遺構 。遺物の検

出が期待された。

調査概要

需品工場の建築予定地にあわせて、10× 15.5mの 調査区を設定 した。調査に際 しては、現地

表下約2.3mま でを機械掘削 し、以下0.4mの厚さを測る遺物包含層および遺構面までは、人

力によって掘削 した。

調査の結果、現地表下2.7m付近に堆積する灰青色 シル ト層上面 (TP+8,7m)で 、弥生

時代中期・ 古墳時代中期に比定される遺構を検出 したもイ検出した遺構は、井戸 1基・土坑 5基・

小穴13個 である。このうち井戸以外はすべて弥生時代中期に比定される遺構で、井戸内部から

は古墳時代中期の土師器壷・ 甕および木製品が出土 している。

まとめ

今回の調査では、小面積にもかかわらず、弥生時代中期と古墳時代中期の遺構・遺物を検出

したことから、当遺跡が複合遺跡であることが判明した。とくに弥生時代中期と古墳時代中期

の遺構を同一面で検出した事実は、当地が古墳時代中期までは比較的安定 した地域であったこ

とが推定される。その反面、上層には河川流出土である砂層が調査地全面に広がっていること

から、古墳時代中期以降の当地は遺跡の立地条件を満たすことのできない土地であったようで

ある。なお、包含層中には弥生時代前期に比定される土器類が比較的良好な形で出上 しており、

付近にこの時期の集落の存在が想定できる。

-62 -―



「
―

‐

―- 89 -

離
卜
離
謙
相
副
口

凸

③



調査区全景 (東から)

礁
嘘

遺物出土状況
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10 萱振遺跡 (第 1次調査 )

調 査 地 :幸町 1丁 目76

調査期間 :昭和59年■月13日 ～12月 24日

調査面積 :266雷

はじめに

今回の発掘調査は、店舗付改良住宅建設に先立って実施 したもので、当調査研究会が萱振遺

跡内で始めて実施 した調査である。

萱振遺跡は、昭和57年度に実施された大阪府教育委員会による府立八尾北高等学校建設に先

立つ試掘調査によって発見された弥生時代中期から室町時代に至る複合遺跡で、長瀬川と玉串

川に抜まれた沖積地上に立地 している。同一の沖積地には、南東から東弓削遺跡・中田遺跡・

小阪合遺跡 。東郷遺跡・萱振遺跡が連なって位置し、さらに当遺跡より北には山賀遺跡 (東大

阪市)。 瓜生堂遺跡 (同 )。 西岩田遺跡 (同 )が存在 している。

今回の調査地は、萱振遺跡の北辺に位置し、 しかも西郡廃寺推定地の東に隣接している。こ

の西郡廃寺は、付近一帯を居住地としていた高麗系の氏族である錦織連の氏寺であったと考え

られている。創建の時期は判然としないが、泉町 2丁 目に鎮座する天神社境内に塔心礎が遺存

していることや、天神社北側の水田から出土 した12葉蓮華文軒丸瓦 (66頁 図)等から推定すれ
註

軒丸瓦出土

―

!l

0        100m

―
調査 地 周 辺 国
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蓮華文軒 丸瓦実測図

ば、奈良時代にはすでに法燈を燈 し

ていたものと考えられる。一方、大

阪府教育委員会による発掘調査で検

出された鎌倉時代 (13世紀後半)の

瓦積井戸に使用されている瓦の中に、

左図と同形の瓦が認められる。

調査概要

調査に際しては、八尾市教育委員

会文化財室の試掘結果に従い、現地

表下0.5mま では機概掘削、以下は

人力掘削によって、 3面にわたる調

査を実施した。

<第 1調査面>

現地表下1.lm付近 (TP+4.70m)を 調査対象面とした。ただし、旧地形に起因するもの

か土層の堆積状況は複雑で、調査対象面は、南部では黄灰色シル ト混粘質土層上面、北部では

灰褐色砂質土層上面に大別される。調査の結果、鎌倉時代前期か ら中期の井戸 5基 (SE-5

～SE-9)・ 土坑 2基 (SK-9・ SK-10)・ 溝 8条 (SD-5・ SD-12)。 柱穴56個

を検出した。

井戸

調査区の中央から北部一帯に集中して構築されている。内訳は、土釜井戸 1基 (SE-9)・

曲物井戸 2基 (SE-6・ SE-3)。 下部曲物上部土釜井戸 1基 (SE-5)。 その他 1基

(SE-7)で ある。内部からは、土師器小皿・ 瓦器椀 。瓦器小皿・瓦等が出土 している。な

お、SE-6の 最下の曲物には墨書が認められた。また、SE-7の 井戸側は検出されなかっ

たが、内部の堆積状況から、何らかの施設が存在 した可能性が考えられる。

土坑

調査区】ヒ部で 2基を検出 した。SK-9は 北東部をSE-3に 切 られており、SE-8の 付

随施設の可能性が考えられる。

溝

調査区南部で 8条の溝を検出した。SD-5～ SD-7は 東西方向に伸び、SD-8～ SD―

11は南北方向に伸び、SD-12は L字形を呈して伸びる。SD-8は SD-5・ SD-12を切っ

ており、SD-6・ SD-7が SD-3に 合流 している。溝内の堆積土は、淡灰茶色砂質土層

である。
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柱穴

調査区全域で56個の柱穴を検出した。とくに調査区南部の溝で囲まれた区域に集中する柱穴

群から建物を復元することが可能で、溝と建物の有機的な関係を示 している。

<第 2調査面>

現地表下 1.4m付近に堆積する灰黄色シルト上面 (TP+4.40m)を 調査対象面とした。調

査の結果、古墳時代中期から鎌倉時代前期に至る井戸 3基 (SE-2～ SE-4)。 土坑 2基

(SK-7・ SK-3)・ 溝 3条 (SD-2～ SD-4)を 検出した。

井戸

第 1調査面と同様、調査区中央より北側で検出した。 3基とも平安時代末期から鎌倉時代に

比定される素掘井戸で、最下部は河川流出土に達 している。内部からは、土師器小皿・瓦器椀・

瓦器小皿・ 曲物容器等が出土 している。

土坑

調査区中央付近で 2基の土坑を検出した。SK-7は 東西2.9m。 南北7,4mの 長方形を呈

するもので、内部からは奈良時代の土器類が多量に出土 している。SK-8は 第 1調査面で検

出したSE-5に よって南部を切 られており、内部から鎌倉時代に比定される土器の細片がわ

ずかに出土 している。

溝

調査区西部を南北に伸びる2条の溝 (SD-2・ SD-4)と 、調査区南部を東西に伸びる

溝 (SD-3)が ある。前者の内部からは土師器皿・ 瓦器椀・瓦等が出土 し、後者か らは古墳

時代中期の土師器 。須恵器が出土 している。

<第 3調査面>

現地表下1.7m(TP+4.10m)付 近を調査対象面とした。調査の結果、弥生時代後期の井

戸 1基 (SE-1)・ 土坑 6基 (SK-1～ SK-6)。 溝 1条 (SD-1)の 他、調査区中

央を南西から北東に伸びる自然河道の痕跡を検出 した。なお、SK-2以 外は、すべて自然河

道の上面に堆積する灰色粗砂層を構築面としている。

井戸

SE-1は 、縦板を組んで井戸側とするもので、北側の一部は第 1調査面のSE-9に 切 ら

れている。内部からは、弥生時代後期に比定される土器類が出土 している。

土坑

SK-1・ SK-3～ SK-6は 、調査区の中央から南側に位置しており、内部から弥生時

代後期の上器類が出土 している。SK-2は 調査区北部に位置し、深さも0.08mと 浅 く、他の

遺構とは性格を異にしている。

―- 67 -―



溝

調査区南東部で、SD-1を 検出した。この溝は、本来は環状に廻るものと考えられる。

自然河道

上面幅6.0～8.Om・ 深さ1,3m以 上を測 り、内部は粗砂で充垣されている。上層に弥生時

代後期の遺構が構築されていることから、この時期には完全に埋没 したものと推定される。

まとめ

今回の発掘調査では、弥生時代後期・ 古墳時代中期末～後期 。奈良時代 。平安時代末期～鎌

倉時代末期の 4時期にわたる遺構が確認され、当調査地一帯が複合遺跡であることが明らかと

なった。ここでは、今回の調査で検出した遺構の内容を整理 して、各時期ごとに列記する。

弥生時代後期

弥生時代後期の遺構には、井戸側を伴う井戸・土坑・溝がある。これらの遺構は、埋没 した

自然河道上面に堆積 している灰色粗砂層を構築面としている。また、上層の堆積状況が示すよ

うに、弥生時代後期以降は比較的安定 した土地であったことが判明した。これらの事実から、

この時代には、洪水によって完全に埋没した自然河道周辺に集落が営まれており、安定 した土

地と豊富な湧水が、居住地としての条件を満たしていたものと推定される。

古墳時代中期末～後期

この時代の遺構としては溝 1条を検出しただけであったが、包含層中にはこの時期に比定さ

れる土器類が多量に含まれていることから、付近に同時期の集落の存在が考えられる。

奈良時代

この時代も、遺構としては土坑 ユ基を検出したにすぎないが、包含層から多量の瓦が出土 し

ており、これらの資料が西郡廃寺と何 らかの関連を持つものと考えられる。

平安時代末期～鎌倉時代末期

第 1調査面 。第 2調査面を主として、井戸・土坑・溝の他に、多数の柱穴を検出した。第 1

調査面と第 2調査面は比高差が約30cmあ るにもかかわらず遺構の構築は、調査区北部で井戸、

南部では溝および建物を構成する柱穴群に限定されている。このことか ら、当地では約150年

間存続 して同様の土地利用をしていたことが窺える。

また、14世紀の前半以降の遺構が検出されなかったことから、南北朝 。戦国時代における若

江城・ 萱振城の存在と、当地との有機的な関係が推察できる。

註

泉町 2丁 目 (調査地北西・ 天神社北側)で井戸掘削中に出上 した瓦で、桂町在住の村上木治氏より寄贈 していただいた。
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第 3調査面 (弥生時代後期 )

6m
第 1調 査面 (鎌倉時代前期～中期 )

第 2調査面 (古墳時代中期～鎌倉時代前期 )

検出遺構平面図
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11 老原遺跡 (第 1次調査 )

調 査 地 :東老原 2丁目46

調査期間 :昭和60年 2月 12日 ～ 3月 8日

調査面積 :333だ

はじめに

今回の調査は、関西電力爛の八尾変電所内に予定された建築物の構築に先立って実施 したも

ので、当調査研究会が老原遺跡内で始めて実施 した調査である。     '

老原遺跡は八尾市の南部に位置し、旧大和川の主流である長瀬川左岸の沖積地に立地 してい

る。周辺には、西に植松遺跡 。太子堂遺跡 。木の本遺跡、南に田井中遺跡・ 弓削遺跡があり、

さらに長瀬川を狭んだ東から北には、東弓削遺跡 。中田遺跡 。矢作遺跡・小阪合遺跡等が位置

している。

当地区はこれまで、奈良時代後期の屋瓦 (細弁蓮華文軒丸瓦)等が出土 したと伝えられる老

原 1丁 目の通称「五条宮跡」付近を中心として、寺院遺構が存在 しているものと推定されてい

カメ

轟重
~懇

Ｄ
回

□
却
卜

弛
劇

調査 地 周 辺 図
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た。ところが、昭和52年 に老原 2丁 目で八尾市教育委員会が実施 した送電鉄塔建設に伴う発掘

調査では、遺構は検出されなかったものの、古墳時代から鎌倉時代に至る遺物が出上 したこと

によって遺跡の存在が明らかにされた。さらに、昭和56年に東老原 1丁目で八尾市教育委員会文

化財室が実施 した社宅建設に伴う発掘調査では、古墳時代後期と鎌倉時代前期の集落遺構が検

出され、当遺跡が複合遺跡であることが判明した。なお、今回の調査地は、昭和52年度教育委

員会調査地のゴ路Om地点に位置する。

調査概要

章初、八尾市教育委員会文化財室の試掘結果に従って現地表から約1.Omま で機械掘削を実

施したところ、調査区中央部で送電鉄塔の基礎部分のコンクリー ト塊が確認され、調査区の約

半分が撹乱を受けていることが判明した。そのため、撹乱部分を除いて人力によって慎重に掘

削を進めていった。

現地表下1.1～ 1.3m付近に堆積する第 4層暗茶褐色砂混粘土層上面 (TP+10.60m付 近 )

で、鎌倉時代に比定される小溝を10条検出した。

さらに、そこより0.3m下 に堆積する第 6層暗褐灰色砂混粘質土層上面 (TP+10.20m付

近)で、足跡および鋤跡が遺存する水田面を検出した。

それ以下については、堆積状況を確認する目的で、 2× 2mの グリッドを 2箇所に設定 し、

調査を継続 した。その結果、第 8層黄灰色微砂層 (層厚約0.4m)・ 第 9層青灰色微砂層 (層

1事 9。 3m以上)の堆積が認められた。これらの上層は、旧大和川に関連するものと考えられる。

なお、第 2層以下の各層から、古墳時代後期から鎌倉時代に比定される土師器・ 須恵器・瓦

器等が、コンテナに 2箱程度出土 している。

TP+11 00m

与話百時代遺構検出面

矯

層序模式国
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0 盛土

1 濃青灰色粘質土層 (1日 構土 )

2 灰褐色粘質土層

3 茶褐色砂質粘上層

4 暗茶褐色砂混粘土層

5 暗青～責灰色砂混粘土層

6 暗褐灰色砂混粘質土層

7 掲灰色粘土層

8 黄灰色微砂層

9 青灰色微砂層

1000m



検出遺構平面図
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まとめ

調査の結果、第 4層上面で鎌倉時代の農耕に関する溝、第 6層上面で水田跡を検出した。第

6層上面で検出した水田遺構からは、時期を明確にし得る資料は得ていないが、耕作土には古

墳時代後期の遺物を含むことから、少 くとも古墳時代後期以降には構築されていたものと考え

られる。今回の調査では、農耕に関する 2時期の遺構を検出したにすぎないが、遺物について

は遺構には伴わないものの、第 6層以下からは古墳時代後期の土器 (2・ 8～ 16)が比較的ま

とまって出土 している。この時期の集落遺構は、昭和56年度の発掘調査で検出しており、当調

査地の近隣にも同時期の集落が存在するものと考えられる。
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出土遺物実測図
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出土遺物観察表

遺物番
=

種
十11L占

(cll)日径
注 目  喪 言 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎   土 焼 成 備   考

1 土師器

甕

第 5層

134 張りの少い体部から、内面に鈍い段を持っ

て直立した後、外傾する国縁部に至る。端部

は丸く終る。
内外面ともナデ。

淡橙色 白色細砂粒
を含む

良 好

2 土師器

甕

第 6層

16 7 内傾する体部から、器肉を増して直立した

後、外傾する短い口縁部に至る。端部は丸く

終る。

外面口縁下部指頭圧成形後、板状工具によ

るナデ。内面□縁部ヨコナデ、体部板状工具
によるナデ。

茶褐色～淡
茶褐色

径0 5anの

白色細砂粒

雲母、石英
を含む

良 好 内面は磨耗
ぎみ

3 土師器
羽釜

第 4 層

23 0

鍔径 262
やや内傾する体部から、外傾する日縁部に

至る。鍔は水平に伸びる。

外面ヨコナデ。内面口縁部ヨコナデ、体部

板状工具によるナデ。

暗赤褐色 白色砂粒、

赤色粒、雲

母を多量に

含む

良 好

4

鋸訪

第 7層～

第8層

円錐形の柱状部は上端が水平な円板形とな

る。杯部は水平な底部から外上方に伸び外反
し、柱状部上端と接合する。接合部は上部に

段を持ち、下部には粘上を補足する。

外面柱状部板状工具によるナデで面取り、

杯部ナデ。内部柱状部しばり日、杯部ナデ。

淡橙色 精良

白色細砂粒

赤色粒を少
量含む

良好

5 土師器

高杯

第 7層～

第8層

据径 99

円錐形で上半が中実の柱状部から、強く外

反 して裾部に至る。杯部は水平な底部に段を

持って体部に続き、柱状部上端に接合する。

接合部には粘土を補足する。

調整4に似る。内面裾部には指頭圧痕も認
められる。

橙褐色 石英、長石、

雲母等含む

良 好 据部に黒斑

6 土師器

高杯

第 7層～

第8層

裾径 106

円錐形で筒状の位状部から、強く外反して

裾部に至る。

外面柱状部板状工具によるナデで面取り、

据部ナデ、接合部に指頭圧痕を残す。内面柱

状部上部しばり目・下部ナデ、据部に指腹・

指頭による押さえ。

橙色 白色細砂粒

雲母を含む
良 好

7 土師器

杯

第 2層

10 7

34
平坦な底部から、丸みをおびて立ち上る日

縁部に至る。端部は内面に沈線状の窪みが廻
る。

外面底部ヘラケズリ後ナデ、口縁部ヨヨナ

デ、体部に指頭圧痕を残す。内面右廻りのヨ
ヨナデ。

橙色
外底面のみ

乳橙色

白色砂粒を

含む

良 好

8 土師器

杯

第 6層

底部から丸みを持つ体部に続き、直立する

国縁部に至る。端部は丸く終る。

外面底体部指押さえ後ヘラケズリの後体部
ナデ、日縁部ヨコナデ。内面ナデ。

外面橙色～

淡橙色
内面橙色

白色砂粒、

赤色粒子、

雲母

良好
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直物番
= 土 地

(cll,回 佳 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

9

縛雁

第 6層

天丼部は丸く、回縁部は斜下方に下る。端

部は丸く終る。

外面天丼部回転ケズリ、日縁部回転ナデ。

内面回転ナデ。

白灰青色 級密

白色砂粒を

含む

好

緻
良

堅

縛艦

第 6層

142
40

天丼部はやや低く、日縁部は垂直に下る。

端部は尖りぎみに丸く終る。

外面天丼部から2/3を 回転ケズリ、他は回転

ナデ。内面回転ナデ。

灰 色 緻密

白色・黒色

砂粒を多量
に含む

好
緻

良

堅

須恵器

杯身

第 8層

123
34

受部径 144

扁平な底体部から、外上方へ伸びる体部に

至る。立ち上りは角度を変えてわずかに内傾

し、端部は器肉を滅じて丸く終る。

外面底部から2/3を 回転ケズリ、他は回転ナ

デ。内面回転ナデ。

淡青灰色 緻密

砂粒を含む

好
緻

良
堅

須恵器

杯身

第 7層～

第8層

受部径156

体部から、やや内傾する立ち上りに至り、

端部は丸く終る。受部は丸みを持って短く水

平に伸びる。

外面体部大半を回転ケズリ、受部から立ち

上りを回転ナデ。内面回転ナデ。

淡青灰色 緻密
白色細砂粒
を含む

好
緻

良

堅

須恵器

杯身

第 7層～

第8層

12 7

受部径146

丸みのある体部から、内に稜を持って垂直

近くに伸びる立ち上りに至り、端部は丸く終

る。受部は短く、水平近くに伸びる。

外面底部から2/3ま で回転ケズリ、他は回転

ナデ。内面回転ナデ。

淡灰緑色 緻密

白色砂粒を

合む

好
級

良

堅

須恵器

杯身

第 7層～

第8層

14 2

受部径168

扁平な体部から、内傾する立ち上りに至り、

端部は丸く終る。受部は短く水平に伸びる。

外面体部大半を回転ケズリ、受部から立ち

上りを回転ナデ。内面回転ナデ。

淡灰色 緻密
白色砂粒を

含む

好
級

良

竪

須恵器
蓋(壷用)

第 6層
上面

109
45

つまみ径
21

かえり径
74

丸みのある天丼部から、斜外方に伸びる日

縁部に至る。天丼部と口縁部の境には浅い凹

線が廻る。かえりは下内方へ伸び、丸く終る̀
つまみは上面が窪む。
内外面とも回転ナデ。

淡灰青色 級密
白色砂粒、

黒色粒子を

合む

好
緻

良

堅
外面天丼部
から内面の

一部に深緑
色の自然釉

付着

須恵器

駁

第 7層
上面

最大径

小型の体部に、細い基部からラッパ状に開

く頸部が続く。日縁部は外面に稜を持ち、角

度を変えて上外方に伸びる。頸部に列点文と

凹線文を交互に2帯。ヘラ描き沈線を施す。

体部中位に径 1 5 cllの 孔を持つ。

外面底部から頸部カキロ、その他回転ナ元

灰 色 級 密 良好
堅級
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'1年 F 
「

TTξ
14

調査区全景 (北から)

小溝検出状況 (西 から)
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12

出土遺物

―- 78 -



Ⅲ その他の事業

市内文化財の調査

久宝寺寺内町の調査 近畿大学助教授櫻井敏雄氏に委託

環山楼の公開 八尾市教育委員会からの委託業務            ■

(D 週 2回の公開 毎週月曜日・ 木曜日午前10時～午後 4時 見学者761人

12)催物のための公開  「八尾まつり」昭不B59年 9月 15日 ・ 16日  見学者387人

0 要請に応 じての公開

① 八尾市郷土文化推進協議会 昭和59年度第 1回委員会総会 昭和59年 5月 8日

② 河内木綿同好会 昭和59年 5月 23日・ 7月 3日

③ 中央公民館主催 第31回八尾市民文化祭茶道展 昭和59年11月 8日 ～12日

④ 八尾市立八尾小学校 6年生対象 文化財に対する啓蒙授業 昭和60年 2月 27日

～ 3月 1日・ 3月 6日

⑤ 八尾市立用和小学校 3年生対象 環山楼見学 昭不B60年 3月 11日

3 文化財普及票業

(1)文化財講座

①  「奈良人形の興隆と伴林光平」 講師 浅井允昌氏 (堺女子短期大学教授 )

昭和59年 5月 19日 教育センター集会室

②  「叡尊の足跡」 講師 棚橋利光氏 (大阪府立八尾高等学校教諭 )

昭和59年 12月 15日  教育センター集会室

⑤  「大阪城と八尾」講師 村川行弘氏 (大阪経済法科大学教授 )

昭和60年 3月 30日  山本労働会館

12)チ ビッコ文化財夏期学級 昭不B59年 8月 10日 ～13日  参加者32人

日程および内容

8月 10日 開講式 。土器のはなし

8月 11日 土器づ くり

8月 12日 小阪合遺跡発掘調査現場見学

8月 13日 土器を焼 く。閉講式

は)展示

①  「八尾を掘る」一昭和58年度の発掘調査の成果―

昭不B59年 9月 15日 ～29日 市民サービスコーナー 入場者1511人
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主な展示内容

。昭和58年度に実施 した発掘調査のうち、主な遺跡の紹介

O出土遺物に見 られる食器類の変化

② 曙川コミュニティーセンター常設展示

コミュニティーセンター建設に先立って実施 した発掘調査で出土 した土器の展示

14)発掘調査現場の見学会

八尾南遺跡の現地説明会・ 鏡片一般公開 昭和59年 5月 20日 見学者70人

図書の刊行

(1)『 昭和58年度事業概要報告』 :(財)八尾市文化財調査研究会報告 5 昭和59年

4月 発行 昭和58年度に実施 したすべての事業についてまとめている

12)『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和59年度』 :(財)八尾市文化財調査研究

会報告 6 昭和60年 3月 発行 昭和略年度実施の東郷遺跡第17次調査 。昭和59年度

実施の八尾南遺跡第 3次調査の概要報告を集録

研究会・ 研修会・展示等の参加・協賛

(1)奈良国立文化財研究会主催「昭和59年度埋蔵文化財発掘調査専門研修 中近世遺

跡調査課程」に参加 昭和59年 6月 12日 ～23日 同埋蔵文化財センター研修棟

12)(財 )大阪文化財センター主催「大阪府下埋蔵文化財担当者研究会 第10回」で

発表「八尾南遺跡の調査」 昭和59年 7月 1日  大阪市立中央青年センター

0 (財 )大阪文化財センター主催「第 2回近畿地方埋蔵文化財担当者会議」の協賛

昭和59年 9月 29日 。30日  大阪市中央公会堂

(4)読売新聞大阪本社・読売テレビ放送主催「古代河内展Jの後援 八尾南遺跡出土

の鏡片を出品 昭和59年 9月 30日 ～10月 24日  八尾西武ホール

0 (財 )京都府埋蔵文化財調査研究センター・京都府教育委員会主催「第27回研修

会 。第 3回講演会」に参加 昭和60年 2月 23日 向日市文化資料館

「八尾を掘る」展
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Ⅳ 受贈図書一覧

名体団 名書

防)東 大 阪 市 文 化 財 協 会 若江遺跡発掘調査報告 I 遺物編

鬼虎川遺跡 東大阪高速鉄道東大阪線計画事業に伴う第15次発掘調査概要 (そ の2の 2)

鬼虎川遺跡第 7次発掘調査報告3 遺構編

(財 大 阪文 化 財 セ ン タ ー 。大阪文化誌第17号

。巨摩 。若江北 (そ の2) 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告

lpl欣方市文化財研究調査会 。枚方市文化財年報Ⅳ

(朗京都府埋蔵文化財

調査研究センター

狐谷横穴群ほか 2遺跡 京都府遺跡調査概報第 5冊

近畿自動車道舞鶴線関係遺跡ほか 6遺跡 同上第 6冊

国道 9号線バイバス関係遺跡ほか 4遺跡 同上第 7冊

京都府埋蔵文化財情報第 8号

同上第 9号

同上第10号

同上第11号

同上第12号

焼きもののお、る里 篠窯跡群 発掘調査の記録から

梵鐘鋳造遺構とその諸問題 第 8回研修会資料

(醐長岡京市

埋蔵文化財センター

長岡京市埋蔵文化財センター年報

長岡京市埋蔵文化財調査報告書第

長岡京跡 長岡京遷都200年記念

昭和 58年度

1集

(乙訓文化財事務連絡協議会編 )

妨)兵 庫 県 文 化 協 会 半坂峠古墳群・辻遺跡・兵庫県文化財調査報告書第18冊  (兵庫県教育委員会編)

昭和58年度指定兵庫県文化財調査報告書  (同上編)

(醐愛知県教育

サービスセンター

環状 2号線関係埋蔵文化財発掘調査年報I 昭和58年度

勝川 名古屋環状 2号線建設に伴なう発掘調査報告 愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財

調査報告第 1集

神奈川県立

埋蔵文化財センター

小田原城跡八幡山遺構群 県立小田原高等学校体育館建設に伴なう発掘調査 神奈川県立埋蔵

文化財調査報告 5

小池遺跡 同上 6

神奈川県立埋蔵文化財センター年報 3

柏 原 市 歴 史 資 料 館 。柏原市埋蔵文化財発掘調査概報1983年度 柏原市文化財概報1983-■ (柏 原市教育委員会

編)

。大県 。大県南遺跡・下水道管渠埋設工事に伴う 同上1983-Ⅲ  (同上編)

吹 田 市 教 育 委 員 会 。七尾瓦窯跡・垂水南遺跡 昭和58年度文化財緊急発掘調査概報

美 原 町 教 育 委 員 会 。美原の歴史第 4号 特集・地図と空中写真でみる美原町 美原町史紀要

尼 崎 市 教 育 委 員 会 。尼崎市猪名寺廃寺跡 尼崎市文化財調査報告第16集
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団 体 名 霊
ロ 名

綾 都 市 教 育 委 員 会 。聖塚・菖蒲塚試掘調査概報 綾部市文化財調査報告第11集

大 和郡 山 市 教 育 委 員 会 平城京右京八条一坊十一坪発掘調査報告書  (奈良国立文化財研究所編)

大和郡山市西方寺所蔵一切経調査報告書

額田部狐塚古墳周濠部発掘調査報告書 大和郡山市文化財調査概要 1

郡山城第17次追手関東隅櫓。東多間櫓発掘調査報告書 同上 2

八 日 市 市 教 育 委 員 会 。上日吉南遺跡・瓦屋寺カマエ遺跡発掘調査報告書

。内掘遺跡 後藤館遺跡発掘調査報告書 同上121

。八日市市内遺跡分布調査報告書 同上13)

。五反田遺跡ほか 3遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書

。大森陳屋遺跡発掘調査報告書 同上(D

八日市市文化財調査報告(J

同上14)

金 沢 市 教 育 委 員 会 。金沢市新保町チカモリ遺跡 石器編 金沢市文化財紀要41

。金沢市畝田 寺中遺跡 同上42

。金沢市高尾公園遺跡 同上43

。金沢市額田ドウシンダ遺跡 金沢市無量寺B遺跡Ⅱ 同上44

。金沢市南新保三枚田遺跡 同上45

。金沢市大友 。近岡遺跡 同上46

。金沢市埋蔵文化財調査年報 同上47
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(財)八尾市文化財調査研究会報告 7

昭 和 59年 度 事 業 概 要 報 告

発 行 昭和60年 4月
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